Ⅱ．地震対策マニュアル(例)



①地震対策マニュアル(例)は実践的な内容とし、これを表や図を用いて容易に理解できるようにした。

②震災時に実施する業務全体を一覧できるように、業務項目を整理した『業務概要表』を作成した。(表2-1(PⅡ-12)参照)
③震災時に、誰が、いつ、何を、どのように行うかを明確にするために、担当毎に実施する業務項目を抽出し、それらの実施時期、具体的な業務内容、実施上の留意事項等を示した『業務内容表』を作成した。

　　　　 初動体制の確立(全職員)：PⅡ-19～22参照

　　　　 対策本部長等　        ：PⅡ-27～28参照

総務班　　　　        ：PⅡ-29～38参照

応急給水班　　        ：PⅡ-39～48参照

施設復旧班    　　    ：PⅡ-49～58参照

管路復旧班　　        ：PⅡ-59～71参照

これにより、担当部分の数頁を確認するだけで、業務内容を把握できるようになっている。

なお、本マニュアルは震災時に対応すべき事項を網羅しているため、各事業者では、規模・特性を考慮して必要に応じてこれらの取捨選択等を行い、マニュアルを利用し易いものにする。

Ⅱ．地震対策マニュアル(例)

地震対策マニュアル(例)は、以下に示すモデル事業者を想定して作成したものである。

表　モデル水道事業者の概要

	項目
	内容

	行政区域内人口
	５万人

	水道事業者(水道課)の組織
	庶務・経理係、工務係、浄水係、営業係の４係により構成。

平常時は、浄水係は浄水場、その他の係は市役所内水道課に勤務するものとする。

	水道課職員数
	22人(課長を含む)


１．総　論

2． 総論

2.1 目的

○○市内において震度○以上の地震が発生した場合、○○市地域防災計画に基づき、○○市水道課は○○市災害対策本部の水道給水対策本部として、必要な応急対策を実施することが求められる。

本マニュアルは、○○市水道課が震災時に通常給水の早期の回復と計画的な応急給水の実施などの応急対策の諸活動を迅速かつ的確に実施できる体制を作り、震災対応を適切に行うことを目的とするものである。

なお、本マニュアルは、○○市地域防災計画および○○県地域防災計画の改定、また組織体制の変更等にあわせて、適宜見直す。

2.2 用語の定義

本マニュアルで使用している用語の定義を表1-1に示す。
表 1‑1　用語の定義

	区分
	用　　語
	定　　義

	対策本部
	市災害対策本部
	災害が発生あるいは発生のおそれがある場合、市地域防災計画に基づいて設置される災害対応のための対策本部。

	
	水道給水

対策本部
	災害が発生あるいは発生のおそれがある場合、市災害対策本部の組織下で応急給水､水道施設の応急復旧を目的として水道課等に設置される対策本部。

	水道事業者
	被災事業者
	地震により水道施設に被害を受けた水道事業者。

	
	応援事業者
	被災事業者に対して応急給水や応急復旧の応援を行う水道事業者。

	地震対策
	事前対策
	地震発生時の応急対策(ソフト対策) のための事前準備対策および水道施設の耐震化(ハード対策)等の地震発生に備えた対策。

	
	事後対策
	地震発生後、初動体制、応急体制を確立して行う応急給水や応急復旧等の対策。

	
	初動体制
	地震発生後、動員・配備した職員等により、震災初期の活動(情報収集・連絡、被害調査、緊急措置、応急給水等)を行う組織体制。

	
	応急体制
	応援事業者等を配備し、応急給水、応急復旧等を本格的に実施することができる組織体制。

	
	応急給水
	震災により断水が発生した場合、緊急の水需要に応ずるための臨時の給水。

断水状況を把握した上で、応急給水計画を策定し、給水車両や緊急貯水槽、仮設給水栓等を用いて実施する。

	
	応急復旧
	通水回復に向けて実施する被災水道施設の修繕(復旧)。

被害状況の把握、緊急措置、応急復旧計画の策定を行い、上流側の施設と幹線管路、優先管路等から順次、実施する。

応急復旧の後、仮配管等の仮設施設の本格的復旧、地下漏水の調査・修理等の恒久復旧を実施する。



2.3 地震対策マニュアルの構成

地震対策マニュアルは、想定地震に基づき、水道システムの被害を想定し、地震対策の基本条件を整理した「１．総論」と、被害を未然防止・軽減するための「２．事前対策」、及び被害が発生した後に対応する「３．事後対策」から構成されている。

1． 総論

1.1 目的　　　1.2用語の定義　　1.3地震対策マニュアルの構成　

1.4 想定地震　1.5 被害想定と応援依頼等

2． 事前対策

2.1 応急体制組織と業務　2.2 応急対策資料の準備　2.3 関係機関との連携

2.4 教育・訓練等　　　　2.5水道施設の耐震化
3． 事後対策

3.1初動体制の確立　　　3.2 応急体制の確立、応急給水、応急復旧

2.4 想定地震

想定地震は○○市地域防災計画に基づき、表1-2に示す□□地震、△△地震とする。

想定地震の中で本市に最も大きな影響を与える地震は□□地震であり、同地震によるマグニチュードは7.8、市内における震度は６弱～７である。

表 1‑2　想定地震（例）

	想定地震名
	□□地震
	△△地震

	断層の位置
	＊＊県□□地域
	＊＊県△△地域

	震源の深さ
	約10km
	約30km

	地震の規模

（マグニチュード(M)）
	7.8
	6.9

	本市における震度
	震度６弱～７
	震度５強～６弱

	備考
	1920年(大正9)に発生。

M＝7.8
	


2.5 被害想定と応援依頼等

各想定地震に対して、水道施設の被害を想定し、応援依頼業務を求めたものを表1-3に示す。

□□地震では、配水管の推定被害箇所数は○○○箇所となり、給水区域全域が断水すると想定され、被害が最も大きくなる。このような被害に対し、応急復旧・応急給水の目標を設定して、これを確保するための応急対策の実施体制を求めると、給水車両は最大○○台/日、応急復旧人員は最大○○人/日が必要である。したがって、本市のみでは対応が困難であるため、表1-3に示す各業務については、応援事業者の協力を得て実施することとする。

表 1‑3　想定地震による水道施設の想定被害と応援依頼業務(例)
	想定地震
	水道施設の想定被害等
	応急復旧・応急給水目標
	応急対策実施体制
	応援依頼業務
	実施主体

	
	
	
	
	
	当

事業者
	共同
	応援　事業者

	□□地震

(市内最大

震度７)
	・浄水場等の主要施設は全面的な被害

・配水管被害箇所数：○○箇所

・給水管被害箇所数：○○○箇所

・断水範囲　　　　：給水区域全域

・断水人口　　　　：○○○人
	・応急復旧目標期間：2週間

・応急給水目標

　・発災～3日： ３L/人･日程度

(耐震性貯水槽や給水車両等による)

· 7日： 20L/人･日程度

　　　　　　 (配水本管付近の仮設給水栓等による)

· 14日：被災前給水量

　　　　　　 (仮設給水栓や共用栓による)
	給水車両(最大)：

○○台/日

応急給水人員(最大)：

○○班/日・○○人/日

応急復旧人員(最大)：

　○○班/日・○○人/日


	応急給水計画の策定
	
	○
	

	
	
	
	
	応急給水の実施
	
	○
	

	
	
	
	
	応急復旧計画の策定
	
	○
	

	
	
	
	
	漏水調査の実施
	
	
	○

	
	
	
	
	応急復旧工事の実施
	
	○
	

	
	
	
	
	－
	－
	－
	－

	△△地震

（※参考）

(市内最大

震度５強)
	・浄水場等の主要施設は水供給に影響を及ぼす被害はなし

・配水管被害箇所数：○箇所

・給水管被害箇所数：○○箇所

・断水範囲　　　　：○○給水区域の一部が断水

・断水人口　　　　：○○○人
	・応急復旧目標期間：１週間

・応急給水目標

　上記に準じ(期間を除く)、断水状況に応じて対応。
	給水車両(最大)：

○台/日

応急給水人員(最大)：

○班/日・○人/日

応急復旧人員(最大)：

　○班/日・○人/日
	応急給水計画の策定
	○
	
	

	
	
	
	
	応急給水の実施
	
	○
	

	
	
	
	
	応急復旧計画の策定
	○
	
	

	
	
	
	
	漏水調査の実施
	
	
	○

	
	
	
	
	応急復旧工事の実施
	○
	
	


２．事前対策

3． 事前対策

3.1 応急体制組織と業務

震災時の応急対策業務は、初動体制の確立、応急体制の確立、応急給水、応急復旧に大別される。表2-1 (PⅡ-12参照)に応急対策業務（業務概要表）を示す。

3.1.1 初動体制の確立（職員の動員と配備等）

震災時の職員の非常配備基準を表3-1 (PⅡ-19参照)に、非常配備体制を表 3-2(PⅡ-20参照)に示す。

また、表3-3(PⅡ-21参照)、表 3-4(PⅡ-22参照)に震災時の初動体制を確立するための職員の行動等（例）をまとめている。

なお、勤務時間外に震度○以上の地震が発生した場合は、職員は身の回りの安全を確保して、定められた場所に自主参集することを基本とする。

3.1.2 応急体制の確立、応急給水、応急復旧

1） 水道給水対策本部

震災時には図 1‑1(PⅡ-13参照)に示す水道給水対策本部長、水道技術管理者及び応急対策班（総務班、応急給水班、施設復旧班、管路復旧班）で構成する水道給水対策本部(以下、対策本部という)を設置する。
2） 水道給水対策本部会議

水道給水対策本部の中に、水道給水対策本部長、水道技術管理者、総務班長、応急給水班長、施設復旧班長及び、管路復旧班長で構成する水道給水対策本部会議(以下、対策本部会議という)を設ける。

対策本部会議の主な決定事項等は次のとおりとする。

（１）水道施設の被害状況を把握し、想定地震の被害とを比較して、応急復旧・応急給水の範囲・規模・目標等

（２）他の水道事業者等への応急給水、応急復旧の応援要請の方針

（３）その他応急対策に必要な事項

3） 水道給水対策本部長等（PⅡ-27～28参照）　　

・水道給水対策本部長･･･水道給水対策本部の運営管理全般の統括を行う。

・水道技術管理者･･･････水道給水対策本部の技術面の運営管理の統括を行う。
4） 各応急対策班の担当業務

応急対策班（総務班、応急給水班、施設復旧班、管路復旧班）の基本的な業務内容と役割は以下のとおりである。

応急対策班は班活動の指揮・命令を行う班長とその補佐・代理を行う副班長により統括する。

それらの統括の下、役割に応じて担当および現場作業を行うチームを置く。各担当には担当責任者を置き、業務を統括する。

(1) 総務班(PⅡ-29～38参照)

総務班は関係機関等との情報連絡、応援事業者等への応援要請、必要な物資等の確保を行う。

（情報連絡）

・地震災害関係情報（道路被害・復旧状況等）の確認

・水道施設の被害・断水状況、応急給水状況、応急給水・復旧計画の確認

・厚生労働省、都道府県等への状況報告

・広報、苦情対応等

（応援要請、物資等確保）

・通信機器、緊急輸送車両確認証明書の確保

・応援事業者に対する応急給水・応急復旧の応援要請と配備

・宿舎・駐車場、給油所、車両整備所の確保

・物資等の確保（食料、医薬品、救援物資等）

・応援者・職員に対する用務（依頼受付と処理）

(2) 応急給水班(PⅡ-39～48参照) 

応急給水班は断水状況等を把握して、応急給水計画を策定し、給水車両等を用いて応急給水を行う。

(3) 施設復旧班(PⅡ-49～58参照)

施設復旧班は浄水施設等について、被害状況の把握と緊急措置を行い、応急復旧計画を策定し応急復旧を行う。

(4) 管路復旧班(PⅡ-59～71参照)

管路復旧班は管路について、被害状況の把握と緊急措置を行い、応急復旧計画を策定し応急復旧を行う。

5） 情報連絡体制

震災時の指揮命令や情報収集・広報等の情報連絡体制を「4.2 情報連絡系統図」(PⅡ-72～74参照)に示す。

表 2‑1　応急対策業務（業務概要表）

	業務区分
	業務項目
	実施主体
	主な実施担当*1

	
	
	当

事業者
	共同
	応援

事業者
	対策

本部長
	水道

技術

管理者
	総務班
	応急

給水班
	浄水

施設

復旧班
	管路

復旧班

	初動体制の確立
	0.初動体制の確立等
	 1職員の動員と配備

 2職員参集時における被害状況把握

 3庁舎の点検と水道給水対策本部(給水本部)の設営
	○

○

○
	
	
	○

○


	○

○


	○

○

○
	○

○


	○

○


	○

○



	応急体制の確立
	1.指揮・命令、総合調整
	指揮・命令
	11水道給水対策本部の活動の統括・指揮・命令[対策本部長、水道技術管理者]

12班の活動の統括・指揮・命令[班長]

13担当の活動の統括[担当責任者]
	○

○

○
	
	
	○


	○


	○

○
	○

○
	○

○
	○

○

	
	
	会議等
	14水道給水対策本部会議(本部会議)[対策本部長、水道技術管理者、班長]

15班会議[各班の構成員全員]

16他班との連絡調整[担当責任者]
	○

○

○
	
	
	○


	○


	○

○

○
	○

○

○
	○

○

○
	○

○

○

	
	2.情報連絡・市民対応
	情報連絡等
	21資料等の準備(情報連絡、応援要請関係)

22通信機器の確保

23緊急輸送車両確認証明書の確保

24地震災害関係情報(道路被害・復旧状況等)の確認

25水道施設の被害・断水状況、応急給水状況、応急給水・復旧計画の確認

26厚生労働省、都道府県等への状況報告
	○

○

○

○

○

○
	
	
	
	
	○

○

○

○

○

○
	
	
	

	
	
	市民対応
	27広報

28苦情対応等
	○

○
	
	
	
	
	○

○
	
	
	

	
	3.他事業者への応援要請
	31応急給水の応援要請と配備(応援事業者等に対するもの)

32応急復旧の応援要請と配備(応援事業者に対するもの)
	○

○
	
	
	
	
	○

○
	○


	○
	○

	
	4.物資等確保・用務
	物資等の確保
	41宿舎・駐車場の確保と管理

42給油所、車両整備所の確保

43物資等の確保(食料、医薬品、救援物資等)

44物品購入
	○

○

○

○
	
	
	
	
	○

○

○

○
	
	
	

	
	
	用務等
	45応援者・職員に対する用務(依頼受付と処理)

46交通事故の処理

47特命事項の実施
	○

○

○
	
	
	
	
	○

○

○
	
	
	

	応急給水
	5.応急給水計画の策定等
	51資料等の準備(応急給水関係)
	○
	
	
	
	
	
	○
	
	

	
	
	52応急給水計画の策定(拠点給水、運搬給水、消火栓からの仮設給水)
	
	○
	
	
	
	
	○
	
	

	
	6.応急給水の実施
	61応急給水の実施(応急給水状況調査を含む)
	
	○
	
	
	
	
	○
	
	

	応急復旧

(施設・管路)
	7.被害状況の把握と緊急措置
	71資料等の準備(応急復旧関係)

72水道施設の被害状況・断水状況調査(緊急措置、配水調整を含む)

73下水道等の他のライフラインの被害状況・復旧状況の確認
	○

○

○
	
	
	
	
	
	
	○

○

○
	○

○

○

	
	8.応急復旧計画の策定等
	81応急復旧計画の策定
	
	
	○
	
	
	
	
	○
	○

	
	
	82施設復旧業者への応援要請と配備
83管路復旧業者への応援要請と配備
84応急復旧資材の確保
85資材基地、残土置場の確保
	○
○
○
○
	
	
	
	
	
	
	○
	○
○
○

	
	9.応急復旧の実施(漏水調査を含む)
	91漏水調査の実施
	
	
	○
	
	
	
	
	
	○

	
	
	92応急復旧工事の実施(応急復旧状況調査、仮設給水栓設置状況調査を含む)
	
	○
	
	
	
	
	
	○
	○

	
	
	93水質検査の実施
	○
	
	
	
	
	
	
	○
	○


注)
*1
：当該業務の中で、関係機関等との連絡・調達、計画策定、現場作業の実施等の主要業務を行う担当(○の部分)。



　※各班には、主要業務(○の部分)以外の業務もある。



：応援を依頼する業務項目

 表 1‑2




図 2‑1 水道給水対策本部の組織

3.2 応急対策資料の準備

震災時の初動体制、応急体制の確立、応急給水・応急復旧の活動を迅速・的確に行うための応急対策資料は表 2-2のとおりとし、これらを定期的に更新する。

これらの資料は水道課(市役所)と浄水場、ポンプ場に分散して保管する。

表 2‑2　応急対策資料

	資　　料
	補 足 説 明
	備考
	*1
	*2
	*3
	*4
	*5

	非常配備体制表

（電話連絡網兼用）
	非常配備基準毎に配備要員と電話連絡の流れを明記。
	PⅡ-20
参照
	○
	
	
	
	

	関係機関連絡先リスト
	震災時に情報連絡や応援要請を行う関係機関を対象に、電話番号、FAX番号、本市の担当窓口等を明記。
	PⅡ-16

参照
	○
	
	
	
	

	指揮命令・連絡調整系統図
	組織構成と情報連絡の流れを明記。
	PⅡ-72～74参照
	○
	
	
	
	

	重要施設等位置図

(給水拠点と給水対象施設)
	運搬給水基地、給水拠点、避難所、病院、福祉施設等の重要施設、水道課の位置等を明記。
	
	○
	○
	
	
	

	水道施設一般平面図
	取水場、導水管、浄水場、送水管、配水池、配水本管、配水区域、これらのフロー(水の流れ)を明記。
	
	○
	
	○
	
	

	設備等点検等チェックリスト
	地震時の設備等の点検項目と異常が生じた場合の緊急措置を明記。
	
	○
	
	
	
	

	機器操作マニュアル
	浄水場、ポンプ場の運転操作方法を明記。
	
	
	
	
	○
	

	機械・電気計装設備完成図書
	浄水場、ポンプ場の設備構成を明記。
	
	
	
	
	○
	

	配管図
	導水管、送水管、配水本管、重要施設に至る配水管、重要施設等も明記。
	
	
	
	
	
	○

	管路復旧工事参考資料
	使用管種、配水管からの分岐方法、給水管の構成、道路仮復旧の方法等を明記。

他事業者と仕様が異なる資機材は、使用方法等を示す。(例 制水弁の回転方向、バルブキーの形状、管材・継手の種類等)
	
	○
	
	
	
	○

	応急給水マニュアル
	応急給水体制の構築。範囲や給水方法の設定。必要な資機材の確保・手配方法等を明記。必要に応じ、応援事業者も含めた体制を考慮。
	
	○
	○
	
	
	

	応急復旧マニュアル
	被害情報収集体制の構築、復旧方法の判定基準、復旧優先路線の設定、用地・資機材・人員の確保を明記
	
	○
	
	○
	
	○

	受援マニュアル
	応援・受援に係る概要(フロー図)、責任者・役割の明確化、応援要請方法、受入れ体制、費用負担を明記
	
	○
	○
	○
	
	


注）*1 地震対策マニュアルの資料として整理しておく

*2 応急給水計画の立案や応援事業者等に対する応急給水場所等の提示に使用

*3 応急復旧計画の立案に際し、ブロック(地区)の設定およびこれらの優先順位、作業分担の設定等に使用

*4 浄水場、ポンプ場等の運転操作、応急復旧に使用
*5 管路の復旧等に使用
3.3 関係機関との連携

震災時に、被害状況等を報告する国や都道府県の水道担当部署、および応援協定に基づく応急給水、応急復旧等の応援要請を行う水道事業者、地元業者等の関係機関との情報連絡体制を表2-3に示す。

表2-3　関係機関との情報連絡体制(例)

	関係機関
	電話番号
	FAX番号
	本市担当

	
	
	
	総務班
	応急

給水班
	施設
復旧班
	管路

復旧班

	
	
	
	調査

広報

担当
	動員

調達

担当
	計画

情報

担当
	計画

情報

担当
	計画

情報

担当

	国・県
	厚生労働省健康局水道課*1
	03-3595-2364
	03-3503-7963
	○
	
	
	
	

	
	○○県生活衛生部*1
	***-***-****
	***-***-****
	○
	
	
	
	

	
	○○県災害対策本部*1
	***-***-****
	***-***-****
	○
	
	
	

	
	国土交通省○○工事事務所
	***-***-****
	***-***-****
	○
	
	
	
	○

	
	○○県道路課
	***-***-****
	***-***-****
	○
	
	
	
	○

	
	○○県警○○署(※緊急輸送車両確認証明書の確保を含む)*2
	***-***-****
	***-***-****
	○
	
	
	

	市関係機関等
	市災害対策本部
	***-***-****
	***-***-****
	○
	
	
	

	
	市消防局
	***-***-****
	***-***-****
	○
	
	
	
	

	
	市道路課
	***-***-****
	***-***-****
	○
	
	
	
	○

	水道

事業者
	日本水道協会本部
	03-3264-2496
	03-3264-2237
	
	○
	
	
	

	
	日本水道協会○○地方支部
	***-***-****
	***-***-****
	
	○
	
	
	

	
	日本水道協会○○県支部
	***-***-****
	***-***-****
	
	○
	
	
	

	
	日本水道協会○○ブロック支部
	***-***-****
	***-***-****
	
	○
	
	
	

	
	○○市(応援協定締結都市)
	***-***-****
	***-***-****
	
	○
	
	
	

	
	○○水道用水供給事業
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	
	○
	○

	応急給水応援団体
	自衛隊*3
	***-***-****
	***-***-****
	
	○
	
	
	

	
	○○県トラック協会○○支部*3
	***-***-****
	***-***-****
	
	○
	
	
	

	
	応急給水作業協力者(ボランティア等)*1
	***-***-****
	***-***-****
	
	○
	
	
	

	施設等
復旧

応援団体
	施設維持管理受託業者
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	
	○
	

	
	機械設備業者
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	
	○
	

	
	電気計装設備業者
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	
	○
	

	
	水処理薬品業者
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	
	○
	

	
	水質分析機器業者
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	
	○
	

	
	○○市建設業協同組合
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	
	○
	○

	管路復旧応援団体
	○○市管工事業協同組合
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	
	
	○

	
	漏水調査業者
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	
	
	○

	
	管材メーカー
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	
	
	○

	物資等

確保機関
	通信機器提供機関*4
	***-***-****
	***-***-****
	
	○
	
	
	

	
	給油所、車両整備所*2
	***-***-****
	***-***-****
	
	○
	
	
	

	
	借地提供者(残土置場等)

(※借用する場合)
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	
	
	○

	
	借地提供者(資材基地等)

(※借用する場合)
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	
	
	○

	
	宿舎提供者

(※借用する場合)*2*5
	***-***-****
	***-***-****
	
	○
	
	
	

	他のライフライン
	○○電信電話㈱○○支店
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	
	○
	○

	
	○○電力㈱○○営業所
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	
	○
	○

	
	○○ガス㈱○○支店
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	
	○
	○

	
	市下水道課
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	
	○
	○

	重要施設
	避難所
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	○
	
	

	
	病院等の医療機関
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	○
	
	

	
	福祉施設・学校
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	○
	
	




3.4 教育・訓練等
3.4.1 教育

地震の基礎知識、地震被害想定、地域防災計画における市町村と水道事業の防災配備体制、各自の職務分担等について、地域防災計画や本マニュアル等を教材として、研修会、講習会を開催し、職員の地震時における判断力の養成、防災上の知識および技術の向上を図る。

3.4.2 訓練等

震災に対する訓練は、動員、情報連絡、水道施設の被害確認・緊急措置、応援要請・受入、応急給水や応急復旧の計画策定と実施等について、各項目を組み合わせて年○回程度行うこととする。

１）動員訓練

(1) 職員の動員・配備と水道給水対策本部の設営

２）情報連絡訓練

(1) 指揮命令事項の伝達

(2) 被害状況等の情報収集・整理と市民・報道機関等への広報

(3) 各会議の実施

３）水道施設の被害確認・緊急措置訓練

(1) 施設・設備等の被害確認、緊急措置

(2) 管路の被害確認、緊急措置

４）応援要請、受入・配備訓練

(1) 応急給水、応急復旧の応援要請と受入・配備

５）応急給水訓練

(1) 応急給水計画の策定

(2) 応急給水の実施

６）応急復旧訓練

(1) 応急復旧計画の策定

(2) 応急復旧工事の実施

3.5 水道施設の耐震化

水道施設の耐震化は別途定めている耐震化計画を基本として進める。

耐震化計画では「1.5被害想定と応援依頼等」に基づき、被害が想定される○○の施設、○○の管路、停電対策、連絡管等を対象に重要度、緊急度の高い施設から順に整備する計画である。

３．事後対策
4． 事後対策

地震発生後、「初動体制」を迅速に確立し、震災初期の活動を行う。

初期活動では、水道施設の被害状況を調査し、想定地震による想定被害と比較し、これらを基に応急対策の実施体制を計画する。その結果、当事業者等で対応できないことが判明した場合、他事業者等に応援を依頼して「応急体制」を速やかに整備し、応急給水および施設・管路等の応急復旧を計画的に実施する。

4.1 初動体制の確立

地震が発生した場合の非常配備基準を表 3-1に、非常配備体制を表 3-2に示す。表 3-1に示すように、第２・３非常配備の場合、水道給水対策本部が自動的に設置される。

第１～３非常配備の場合、各職員は初動体制の確立に向け、表 3-3、表 3-4の業務内容表に示す要領で配備等を行う。

表 3‑1　非常配備基準(例)

	非常配備
	配備基準
	出動範囲
	備考
	本マニュアルの応急対策業務のうち、実施するもの



	第１非常配備
	震度４

(被害なしを想定)
	班長以上
	被害があった場合、

第２非常配備に移行する。
	被害状況等の把握、情報連絡等。(水道給水対策本部体制に準じて、これらの業務を実施)

	第２非常配備

(水道給水対策

本部設置)
	震度５(弱・強)
(部分的な被害を想定)
	班長、担当責任者以上
	被害が大きい場合、

第３非常配備に移行する。
	被害状況等の把握、応急給水・応急復旧の実施、情報連絡等。

	第３非常配備

(水道給水対策

本部設置)
	震度６弱以上

(甚大な被害を想定)
	職員全員
	
	応援要請を含め、全ての業務を実施。


表 3‑2　非常配備体制(例)*3

	災害時の組織
	平常時の組織
	第１非常配備
	
	

	
	
	第２非常配備
	

	
	
	第３非常配備

	水道給水対策
本部長
水道技術

管理者
	水道課長

水道技術

管理者
	
	
	

	総務班
	庶務･経理係
	
	
	

	応急給水班
	営業係
	
	
	

	施設復旧班
	浄水係
	
	
	

	管路復旧班
	工務係
	
	
	

	職員数
	６人
	
	

	
	１０人
	

	
	２２人




	全職員
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当
事業者
	共同
	応援

事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	○
	
	
	□
	
	1）職員の動員と配備

(1) 職員の動員(参集)

(※勤務時間外に地震が発生した場合)
	地震発生後、動員指令を受けた場合*1、あるいはテレビ、ラジオ等の地震情報により、災害対策本部の設置や市内における震度が確認された場合、また周囲の状況から非常配備体制をとる必要があると判断される場合、職員は以下の要領で参集する。
1 地震発生後、職員は勤務場所(浄水係以外は市役所、浄水係は○○浄水場)に参集する。*2*3
2 被災等により参集が困難な職員は、参集できないこと及び今後の参集の予定を各班の計画・情報担当(総務班は動員・調達担当)に報告する。*4
3 参集した職員は、参集したことを各班の計画・情報担当(総務班は動員・調達担当)に報告する。*4
	*1「表3-2 非常配備体制表(電話連絡網兼用)」を利用。

震災初期の段階では、固定電話、携帯電話は通じないことがあるので注意する。

*2参集時の携行品等

　・職員証、運転免許証

　・手袋、懐中電灯、飲料水、食料等

　・携帯電話、ラジオ

・安全で動きやすい服装、靴

*3交通機関が麻痺している状況においては、確実に移動できる交通手段(自転車、二輪自動車、徒歩)により参集する。
*4 職員やその家族の安否、家屋の被災状況等も報告する。

	
	
	
	
	
	(2) 職員の配備
	4 各職員の担当は、基本的にはあらかじめ定められたものとするが、各班長の指示に従う。
	

	○
	
	
	□
	
	2）職員参集時における被害状況把握
	5 参集した職員は、参集時に得た被害情報（管路の被害状況、断水状況、道路被害・渋滞の状況）を管路復旧班計画・情報担当に報告する。

6 管路復旧班計画・情報担当は①の情報を整理し、総務班調査・広報担当に報告する。

7 総務班調査・広報担当は②の情報に、テレビ、ラジオなどによる情報を加え、全体の被害状況をまとめる。
	

	○
	
	
	□
	
	3）庁舎の点検と水道給水対策本部の設営
	8 総務班の職員が中心となって、庁舎の点検を行い、安全を確認した上で、水道給水対策本部の設営*1を行う。
	*1 通信機器、放送機器、資料、情報掲示板等の整備を行う。


表 3‑3　初動体制の確立(全職員)
表 3‑4　初動体制の確立(水道給水対策本部長／水道技術管理者／各班の班長)
	本部長／技術管理者／班長
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当
事業者
	共同
	応援

事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	○
	
	
	□
	
	1）職員の動員と配備

(1)職員の参集状況の確認
	以下の要領で水道給水対策本部の初動体制を確立する。

①　職員の出勤状況を確認し、非常配備体制に基づき、各班の人員配置状況を確認する。
	

	
	
	
	
	
	(2)職員の配備の指示
	②　(1)の結果、各班の業務遂行に際し、職員に不足あるいは余裕が生じる場合は、本部会議において協議し、班毎の人員調整を行う。

③　各班長は、班の職員のうち、担当業務があらかじめ定められたものから変更される職員に対し、決定した担当業務を指示する。
	


4.2 応急体制の確立、応急給水、応急復旧

4.2.1 水道給水対策本部

震災が発生した場合には、「水道給水対策本部」を設置し、会議・業務を実施し、応急給水・応急復旧を計画的に進める。（図 2-1 (PⅡ-13)参照）
4.2.2 水道給水対策本部会議

初動体制が確立された段階や被害状況・断水状況等が確認できた段階、および応急復旧・応急給水を進める段階において、定期的あるいは臨時に水道給水対策本部会議を開催し、次の事柄を決定する。

なお、構成メンバーが出席できない場合、代理の職員が出席する。

（１）水道施設の被害状況を把握し、想定地震の被害とを比較して、応急復旧・応急給水の範囲・規模・目標等

（２）他の水道事業者等への応急給水、応急復旧の応援要請の方針

（３）その他応急対策に必要な事項

4.2.3 水道給水対策本部長等（PⅡ-27～28参照）

対策本部の統括を行う水道給水対策本部長、水道技術管理者は対策本部活動の指揮・命令、本部会議の開催等を実施する。

4.2.4 各応急対策班の担当業務

水道給水対策本部会議の方針決定に基づき、応急対策の諸業務を迅速・的確に実施する。

1） 総務班の業務（PⅡ-29～38参照）

組織的な応急体制を確立するため、他班との総合調整、情報連絡、市民対応、他事業者への応援要請、物資確保・用務等を迅速・的確に実施する。
市民への広報にあたっては、応急給水の予定や水道の復旧見込みに関する情報を、随時情報を更新しつつ、きめ細かく具体的に発信する。（防災無線、ホームページ・SNS等、給水所、避難所等における広報文の掲載、報道機関による情報提供など）
2） 応急給水班の業務（PⅡ-39～48参照）

発生地震による断水状況を調査して、応急給水体制、応援依頼の規模等を設定する。応急給水は、水道施設の稼働状況、配水池等における飲料水の確保状況等を踏まえ、運搬給水、拠点給水、仮設給水から当該地区に適切な給水方式を採用して実施する。自衛隊に応援要請を行った場合は、自衛隊と緊密な連携を図り、応急給水を実施する。

[image: image1.emf]応急給水の充実

（応急給水対策）

給水車、給水資機材の確保

運搬給水基地の整備

拠点給水施設の整備

仮設給水場所の設定等



給水作業人員の確保

応急給水施設の整備

応急給水体制の整備


図 3‑1　応急給水対策の分類

出典：厚生労働省健康局水道課「水道の耐震化計画等策定指針」
3） 施設復旧班の業務（PⅡ-49～58参照）

想定地震による想定被害と発生地震の被害状況等を比較して、応急復旧体制、応援依頼の規模等を設定する。

応急復旧は、施設等の被害状況等を把握した上で、応急復旧方法等を設定し、上流側の施設から順次実施する。

なお、応急復旧は、その後に行う恒久復旧や災害査定申請に備え、様式Ｃ２～Ｃ５を使用して、被害状況、復旧状況を正確に記録しておく。　

4） 管路復旧班の業務（PⅡ-59～71参照）

管路および給水装置は大部分が埋設されており、震災初期の段階で全体の被害を把握することは困難であるので、被害の実態が把握されるまでの間は、想定地震と発生地震の震度等を比較して、想定管路被害から発生地震による管路被害を推定する。

想定地震による想定被害と発生地震による推定被害を比較して、応急復旧体制、応援依頼の規模等を設定する。

応急復旧は、管路の被害状況等を把握した上で、応急復旧方法や復旧優先路線を設定し、幹線管路や避難所や医療施設に通じる管路を優先して順次実施する。

なお、応急復旧は、その後に行う恒久復旧や災害査定申請に備え、様式Ｃ２～Ｃ５を使用して、被害状況、復旧状況を正確に記録しておく。
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情報管理システム等の整備
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情報管理設備の整備

応急復旧体制の整備

復旧の迅速化

（応急復旧対策）


図 3‑2　応急復旧対策の分類

出典：厚生労働省健康局水道課「水道の耐震化計画等策定指針」
4.2.5 応急復旧・応急給水目標

1） 応急復旧目標

応急復旧期間は水道施設の被害の大きさとともに、被災者の不安感の軽減、生活の安定を考慮して２週間とする。

2） 応急給水目標

応急給水目標は震災後の水使用の増加を考慮して、表3-5のとおりとする。

表 3-5 応急給水の目標設定(例)

	地震発生からの日数
	目標水量
	市民の水の運搬距離
	主な給水方法

	地震発生～

3日まで
	3L/人・日
	概ね　1km以内
	耐震貯水槽、タンク車

	7日
	20～30L/人・日
	概ね　250m以内
	配水本管付近の仮設給水栓

	14日
	被災前給水量

（約250L/人・日）
	概ね　10m以内
	仮設給水栓、共用栓


４. 事後対策業務手順図表

４.1 業務内容表

4.1.1 対策本部長等の業務

　　　　　［水道給水対策本部長、水道技術管理者］

	本部長／水道技術管理者
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当
事業者
	共同
	応援

事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	水道給水対策本部長(本部長)
	
	
	

	○
	
	
	□
	□
	11）対策本部活動の指揮・命令
	①　各班では対応が困難な事項が生じた場合、必要に応じて各班を指揮・命令し、水道給水対策本部の活動の円滑化を図る。
	「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。

	○
	
	
	□
	□
	14）本部会議
	9 以下の事項を決定する。

・応急給水・応急復旧の目標

・応援要請の範囲・規模等

10 各班の活動状況及び今後の活動方針を確認する。

11 必要に応じて各班の活動を指揮・命令する。

	

	水道技術管理者
	
	
	

	○
	
	
	□
	□
	11）対策本部活動の指揮・命令
	12 本部長を技術面から補佐して、水道給水対策本部の活動の円滑化を図る。水道法第19条の水道の技術上の管理業務（水質検査、消毒その他衛生上必要な措置、給水の緊急停止等）について、監督等を行う。


	「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。


	○
	
	
	□
	□
	14）本部会議
	13 本部長を技術面から補佐して、本部会議の円滑化を図る。重要事項の決定、各班の活動状況・方針の確認等を技術面から支援する。

	


4.1.2 総務班の業務
総務班の組織



　









	記号
	区分
	人員

	◎
	水道課職員
	4人

	○
	市長部局職員
	8人

	★
	応援事業者職員等
	－

	計
	12人


総務班の業務

	業務区分
	業務項目
	総務班

	
	
	班長
	担当責任者
	調査広報担当
	動員調達担当

	応急体制の確立
	指揮命令・総合調整
	指揮命令
	11水道給水対策本部の活動の統括・指揮・命令

12班の活動の統括・指揮・命令

13担当の活動の統括
	◎


	◎
	
	

	
	
	会議等
	14水道給水対策本部会議(本部会議)

15班会議

16他班との連絡調整
	◎

◎


	◎

◎
	◎


	◎



	
	情報連絡・市民対応
	情報連絡等
	21資料等の準備(情報連絡、応援要請関係)

22通信機器の確保

23緊急輸送車両確認証明書の確保

24地震災害関係情報(道路被害・復旧状況等)の確認

25水道施設の被害・断水状況、応急給水状況、応急給水・復旧計画の確認

26厚生労働省、都道府県等への状況報告
	
	
	◎

○

○

◎

◎

◎
	◎

◎

◎

○



	
	
	市民対応
	27広報

28苦情対応等
	
	
	◎

◎
	○

	
	他事業者への

応援要請
	31応急給水の応援要請と配備(応援事業者等に対するもの)

32応急復旧の応援要請と配備(応援事業者に対するもの)
	
	
	
	◎

◎

	
	物資等確保・用務
	物資等の確保
	41宿舎・駐車場の確保と管理

42給油所、車両整備所の確保

43物資等の確保(食料、医薬品、救援物資等)

44物品購入
	
	
	○

○
	◎

◎

◎

◎

	
	
	用務
	45応援者・職員に対する用務(依頼受付と処理)

46交通事故の処理

47特命事項の実施
	
	
	○

◎
	◎

◎



	応急給水
	応急給水計画の

策定等
	51資料等の準備(応急給水関係)
	
	
	
	

	
	
	52応急給水計画の策定(拠点給水、運搬給水、消火栓からの仮設給水)
	
	
	
	

	
	応急給水の実施
	61応急給水の実施(応急給水状況調査を含む)
	
	
	
	

	応急復旧／施設・管路
	被害状況の把握と緊急措置
	71資料等の準備(応急復旧関係)

72水道施設の被害状況・断水状況調査(緊急措置、配水調整を含む)

73下水道等の他のライフラインの被害状況・復旧状況の確認
	
	
	
	

	
	応急復旧計画の

策定等
	81応急復旧計画の策定
	
	
	
	

	
	
	82施設復旧業者への応援要請と配備
83管路復旧業者への応援要請と配備
84応急復旧資材の確保
85資材基地、残土置場の確保
	
	
	
	○



	
	応急復旧の実施

(漏水調査を含む)
	91漏水調査の実施
	
	
	
	

	
	
	92応急復旧工事の実施(応急復旧状況調査、仮設給水栓設置状況調査を含む)
	
	
	
	

	
	
	93水質検査の実施
	
	
	
	


注)
*1
◎：当該業務の中で、関係機関等との連絡・調達、計画策定、現場作業の実施等の主要業務を行う担当。



○：主要業務以外の業務を行う担当。



　：応援を依頼する業務項目

	総務班　班長･担当責任者
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当
事業者
	共同
	応援

事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	 班長
	
	
	副班長は班長の補佐、代理を行う。

	○
	
	
	□
	□
	12）総務班活動の指揮・命令
	14 総務班の各担当を指揮・命令し、班活動の円滑化を図る。
	「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。

	○
	
	
	□
	□
	14）本部会議
	15 班の活動状況及び今後の活動方針を説明する。

16 他班に対し要請事項がある場合、それを伝達する。
	

	○
	
	
	□
	□
	15）総務班会議
(班会議)
	17 毎日早朝及び夕方に総務班会議を招集する。

18 各担当責任者から活動状況の報告を受けるとともに、活動方針を確認し、必要に応じて修正する。
	

	 担当責任者
	
	
	

	○
	
	
	□
	□
	13）担当の活動の統括
	19 担当の業務を統括し、指揮・命令を行う。
	「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。

	○
	
	
	□
	□
	15）総務班会議
(班会議)
	①　総務班会議において、担当の活動状況を報告するとともに、活動方針を説明する。
	

	○
	
	
	□
	□
	16）他班との連絡調整
	1 他班の担当責任者から、本班の活動に必要な情報を収集する。

2 本班の活動に関する他班の担当責任者等からの問い合わせに答える。
	


	総務班　調査･広報担当
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当
事業者
	共同
	応援
事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	○
	
	
	□
	□
	15）総務班会議(班会議)
	20 総務班会議において、必要に応じて担当の活動状況を報告するとともに、活動方針を確認する。
	

	○
	
	
	□
	
	21）資料等の準備
22）通信機器の確保

23）緊急輸送車両確認証明書の確保
	21 調査･広報担当で使用する資料・様式等を準備する。

22 動員・調達担当に調査･広報担当で必要な通信機器、緊急輸送車両確認証明書の数量を報告し､受け取る。
	

	○
	
	
	□
	□
	24）地震災害関係情報の確認
	23 市災害対策本部より地震災害関係情報(道路の被害・渋滞状況、復旧状況等を含む)を収集し、以下の担当に伝達する。
　総務班　　　　　動員・調達担当
　応急給水班　　　計画・情報担当
　施設復旧班　　　計画・情報担当
　管路復旧班　　　計画・情報担当
	

	○
	
	
	□
	□

	25）水道施設の被害状況等の確認

	①　担当から以下に示す水道施設の被害・断水状況、応急給水状況、応急給水計画、応急復旧計画等の情報を確認する。

　　

　(a)応急給水班計画・情報担当

· 応急給水状況

· 応急給水計画

(b)施設復旧班計画・情報担当

· 浄水場等の施設の被害状況

· 浄水場等の施設の復旧状況

· 浄水場等の施設の応急復旧計画

(c)管路復旧班計画・情報担当

· 配水管の被害状況、断水状況

· 配水管の復旧状況、断水状況

· 配水管の応急復旧計画

· 仮設給水栓の設置状況

· 仮設給水栓の設置計画


	

	○
	
	
	□
	□
	26）厚生労働省、都道府県等への状況報告
	24 厚生労働省および都道府県等に水道施設の被害状況、復旧状況、断水状況、応急給水状況等を報告する。
	・「表2-3 関係機関との情報連絡体制」を利用。

	○
	
	
	□
	□

	27）広報


	25 市民、マスコミに対し、定期的に以下の情報を広報する。*1*2*3

　　

· 応急給水状況（給水場所・時間等）*4*5

· 応急給水計画

· 浄水場等の施設の被害状況、復旧状況

· 浄水場等の施設の応急復旧計画

· 配水管の被害状況、復旧状況、断水状況

· 配水管の応急復旧計画

· 仮設給水栓の設置状況

26 市民から問い合わせがあった場合、①の情報を広報する。
	*1「4.2.2 情報収集・広報連絡系統図」を参照。

*2マスコミに対しては、情報を定期的にファックスなどの書面で提供する制度をとり、関係を友好に保ち、全面的な協力を求めることが望ましい。

*3市民への広報は、掲示板、ちらし等の文字情報を用いて行うと、読み直しができるので効果的。

*4節水の呼びかけや河川水などを飲料水として使わないことも広報する。

*5応急給水に関する広報は、応急給水班と連携して行う。

	○
	
	
	□
	□
	28）苦情対応
(1) 苦情の収集と対応
	27 調査･広報担当あるいは動員・調達担当を通して、市民から苦情を受け付ける。

28 ①の苦情を整理し、調査･広報担当で対応できるものは対応する。

29 調査･広報担当で対応できず、他班で対応できるものは、以下の担当に依頼する。
応急給水班　　　計画・情報担当
施設復旧班　　　計画・情報担当
管路復旧班　　　計画・情報担当

30 他班で対応できず、総務班で対応できる苦情を③の担当から受け付け、対応する。
	

	
	
	
	
	
	(2) 苦情対応の結果の収集
	31 (1)の③の担当から、他班における苦情とその対応結果を収集する。
	

	○
	
	
	
	□
	43）物資等の確保

44）物品購入
	1 動員・調達担当に必要な物資等（食料、医薬品、救援物資等）の数量を報告し､受け取る。

32 必要な物品の購入を動員・調達担当に依頼し、受け取る。
	

	○
	
	
	
	□
	45）応援者・職員に対する用務
	33 用務がある場合、動員・調達担当に依頼し、処置・対応を受ける。
	

	○
	
	
	□
	□
	47）特命事項の実施
	34 特命事項がある場合、これを行う。


	


	総務班　動員・調達担当
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当
事業者
	共同
	応援
事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	○
	
	
	□
	□
	15）総務班会議(班会議)
	①　総務班会議において、必要に応じて担当の活動状況を報告するとともに、活動方針を確認する。
	

	○
	
	
	□
	
	21）資料等の準備

	35 動員・調達担当で使用する資料・様式等を準備する。


	

	○
	
	
	□
	
	22）通信機器の確保


	36 以下の担当より必要な通信機器の数量を確認する。

総務班　　　　　調査・広報担当
応急給水班　　　計画・情報担当
施設復旧班　　　計画・情報担当
管路復旧班　　　計画・情報担当

37 ①で確認した通信機器を以下に要請し、受け取る。

市災害対策本部、他機関（NTT等）

　　

38 ②で受け取った通信機器を①の担当に配布する。
	対策本部事務所(水道課等)と現場チームとの通信手段は携帯電話および無線とする。

	○
	
	
	□
	□
	23）緊急輸送車両確認証明書の確保


	39 調査・広報担当、応急給水班、施設復旧班、管路復旧班の各計画・情報担当より必要な緊急輸送車両確認証明書の数量を確認する。

40 ①で確認した緊急輸送車両確認証明書の数量を県警に要請し、受け取る。

41 ②で受け取った緊急輸送車両確認証明書を①の担当に配布する。

	

	○
	
	
	□
	□
	24）地震災害関係情報の確認
	42 調査・広報担当より地震災害関係情報(道路の被害・渋滞状況、復旧状況等を含む)を収集する
	

	○
	
	
	□
	□
	31）応急給水の応援要請と配備
	43 応急給水班計画・情報担当より応援人員、給水車両、応急給水資材等の応援内容を確認し、以下の応援団体に応援要請を行う。*1*2

応援事業者（日本水道協会を通して）

ボランティア（市災害対策本部を通して）

応急給水支援業者等（自衛隊、トラック協会等）

44 応援団体が到着した際、受付を行い、宿舎・駐車場等の必要な情報を伝達し、応急給水班計画・情報担当に引き継ぐ。


	*1「表2-3 関係機関との情報連絡体制」を利用。

*2応援団体等には、集合場所、連絡先、連絡方法等を通知する。

・総務班の業務に従事可能な水道ＯＢに作業の補助を依頼することも有効。

	○
	
	
	□
	□
	32）応急復旧の応援要請と配備
	45 施設復旧班、管路復旧班の各計画・情報担当より応援人員等の応援内容を確認し、以下の応援団体に応援要請を行う。*1*2

応援事業者（日本水道協会を通して）

46 応援団体が到着した際、受付を行い、宿舎・駐車場等の必要な情報を伝達し、施設復旧班、管路復旧班の各計画・情報担当に引き継ぐ。
	*1「表2-3 関係機関との情報連絡体制」を利用。

*2応援団体には、集合場所、連絡先、連絡方法等を通知する。

	○
	
	
	
	□
	41）宿舎・駐車場の確保と管理
	47 宿舎・駐車場の提供先候補に宿泊等が可能かを確認し、宿舎及び駐車場を確保する。

48 各応援団体の宿舎を割り当て、その結果を応急給水班、施設復旧班、管路復旧班の各計画・情報担当に連絡する。
	・「表2-3 関係機関との情報連絡体制」を利用。

	○
	
	
	
	□
	42）給油所、車両整備所の確保
	49 水道課契約の給油所及び車両整備所に各々、ガソリン確保、車両整備の可否を確認し、可能な場合、要請する。

50 ガソリンの提供が可能な給油所、車両整備が可能な車両整備所を、調査・広報担当、応急給水班、施設復旧班、管路復旧班の各計画・情報担当に連絡する。
	・「表2-3 関係機関との情報連絡体制」を利用。

	○
	
	
	
	□
	43）物資等の確保（食料、医薬品、救援物資等）
	51 調査・広報担当、応急給水班、施設復旧班、管路復旧班の各計画・情報担当より、必要な物資等（食料、医薬品、救援物資等）の数量を確認する。

52 ①で確認した物資等の数量を市災害対策本部に依頼し、受け取る。

53 ②で受け取った物資等を①の担当に配布する。
	

	○
	
	
	
	□
	44）物品購入
	54 調査・広報担当、応急給水班、施設復旧班、管路復旧班の各計画・情報担当より、必要な物品の購入依頼を受ける。

55 ①で購入依頼のあった物品を業者に発注する。発注の際には、納品先（各担当名）を伝える。

56 総務班内で依頼のあった物品を業者より受け取り、各担当に配布する。

57 業者より請求書等の伝票を受け取り、支払いを行う。
	

	○
	
	
	
	□
	45）応援者・職員に対する用務
	58 調査・広報担当より用務を受け付け、処置・対応を行う。

59 応急給水班、施設復旧班、管路復旧班で処理が困難な用務を受け付けた場合、処置・対応を行うかあるいはその方法を各班の計画・情報担当に指示する。
	・総務班の業務遂行において、職員に過度な負担を与えないようローテーション等を行い、健康管理に留意する。



	○
	
	
	
	□
	46）交通事故等の処理
	60 交通事故等の事故が発生した場合、当該班の副班長と連携を図りながら、その処理を行う。
	

	○
	
	
	□
	□
	28）苦情対応
	61 市民から直接苦情を受けた場合、調査・広報担当に報告する。

	

	○
	
	
	□
	□
	84）応急復旧資材の調達（管材）
	62 管路復旧班資材調達担当より、資材調達の際の伝票を収集し、資材メーカー等に費用を支払う。


	


4.1.3 応急給水班の業務
応急給水班の組織











	記号
	区分
	人員

	◎
	水道課職員
	4人

	○
	市長部局職員
	7人

	★
	応援事業者職員等
	○○人

	計
	○○人




応急給水班の業務

	業務区分
	業務項目
	応急給水班

	
	
	班長
	担当責任者
	計画情報担当
	応急給水

チーム

	応急体制の確立
	指揮命令・総合調整
	指揮命令
	11水道給水対策本部の活動の統括・指揮・命令

12班の活動の統括・指揮・命令

13担当の活動の統括
	◎


	◎
	
	

	
	
	会議等
	14水道給水対策本部会議(本部会議)

15班会議

16他班との連絡調整
	◎

◎


	◎

◎
	◎


	◎



	
	情報連絡・市民対応
	情報連絡等
	21資料等の準備(情報連絡、応援要請関係)

22通信機器の確保

23緊急輸送車両確認証明書の確保

24地震災害関係情報(道路被害・復旧状況等)の確認

25水道施設の被害・断水状況、応急給水状況、応急給水・復旧計画の確認

26厚生労働省、都道府県等への状況報告
	
	
	○

○

○


	○

○

○



	
	
	市民対応
	27広報

28苦情対応等
	
	
	○

○
	○

	
	他事業者への

応援要請
	31応急給水の応援要請と配備(応援事業者等に対するもの)

32応急復旧の応援要請と配備(応援事業者に対するもの)
	
	
	◎


	○



	
	物資等確保・用務
	物資等の確保
	41宿舎・駐車場の確保と管理

42給油所、車両整備所の確保

43物資等の確保(食料、医薬品、救援物資等)

44物品購入
	
	
	○

○

○
	○

○

○

	
	
	用務
	45応援者・職員に対する用務(依頼受付と処理)

46交通事故の処理

47特命事項の実施
	
	
	○


	○



	応急給水
	応急給水計画の

策定等
	51資料等の準備(応急給水関係)
	
	
	◎
	○

	
	
	52応急給水計画の策定(拠点給水、運搬給水、消火栓からの仮設給水)
	
	
	◎
	○

	
	応急給水の実施
	61応急給水の実施(応急給水状況調査を含む)
	
	
	○
	◎

	応急復旧／施設・管路
	被害状況の把握と緊急措置
	71資料等の準備(応急復旧関係)

72水道施設の被害状況・断水状況調査(緊急措置、配水調整を含む)

73下水道等の他のライフラインの被害状況・復旧状況の確認
	
	
	○


	

	
	応急復旧計画の

策定等
	81応急復旧計画の策定
	
	
	
	

	
	
	82施設復旧業者への応援要請と配備
83管路復旧業者への応援要請と配備
84応急復旧資材の確保
85資材基地、残土置場の確保
	
	
	
	

	
	応急復旧の実施

(漏水調査を含む)
	91漏水調査の実施
	
	
	
	

	
	
	92応急復旧工事の実施(応急復旧状況調査、仮設給水栓設置状況調査を含む)
	
	
	
	

	
	
	93水質検査の実施
	
	
	
	


注)
*1
◎：当該業務の中で、関係機関等との連絡・調達、計画策定、現場作業の実施等の主要業務を行う担当。



○：主要業務以外の業務を行う担当。



　：応援を依頼する業務項目

	応急給水班　班長･担当責任者
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当
事業者
	共同
	応援
事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	班長
	
	
	副班長は班長の補佐、代理を行う。

	○
	
	
	□
	□
	12）応急給水班活動の指揮・命令
	63 応急給水班の各担当を指揮・命令し、班活動の円滑化を図る。
	「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。

	○
	
	
	□
	□
	14）本部会議
	64 班の活動状況及び今後の活動方針を説明する。

65 他班に対し要請事項がある場合、それを伝達する。
	

	○
	
	
	□
	□
	15）応急給水班会議
(班会議)
	66 毎日早朝及び夕方に応急給水班会議を招集する。

67 各担当責任者から活動状況の報告を受けるとともに、活動方針を確認し、必要に応じて修正する。
	

	担当責任者
	
	
	

	○
	
	
	□
	□
	13）担当の活動の統括
	68 担当の業務を統括し、指揮・命令を行う。
	「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。

	○
	
	
	□
	□
	15）応急給水班会議
(班会議)
	69 応急給水班会議において、担当の活動状況を報告するとともに、活動方針を説明する。
	

	○
	
	
	□
	□
	16）他班との連絡調整
	1 他班の担当責任者から、本班の活動に必要な情報を収集する。

2 本班の活動に関する他班の担当責任者等からの問い合わせに答える。
	


	応急給水班　計画･情報担当
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当
事業者
	共同
	応援
事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	
	○
	
	□
	□
	15）応急給水班会議

(班会議)
	70 応急給水班会議において、必要に応じて担当の活動状況を報告するとともに、活動方針を確認する。
	

	○
	
	
	□
	
	51）資料等の準備
22）通信機器の確保

23）緊急輸送車両確認証明書の確保
	71 応急給水班で使用する資料・様式等を準備し、応急給水チームに必要なものを配布する。
72 総務班動員・調達担当に応急給水班で必要な通信機器、緊急輸送車両確認証明書の数量を報告し､受け取る。

73 受け取った通信機器、緊急輸送車両確認証明書を、応急給水チームに配布する。

	

	○
	
	
	□
	□
	72）被害・断水状況、復旧状況等の確認
	74 (a) (b)の各担当から、以下の情報を収集する。

(a)施設復旧班計画・情報担当

· 浄水場等の施設の被害状況

· 浄水場等の施設の復旧状況

· 浄水場等の施設の応急復旧計画

(b)管路復旧班計画・情報担当

· 配水管の被害状況、断水状況

· 配水管の復旧状況、断水状況

· 配水管の応急復旧計画

· 仮設給水栓の設置状況

· 仮設給水栓の設置計画


	

	○
	
	
	□
	□
	24）地震災害関係情報の確認
	75 総務班調査・広報担当より地震災害関係情報(道路の被害・渋滞状況、復旧状況等を含む)を収集する。


	

	
	○
	
	□
	□
	52）応急給水計画の策定等


	76 水道施設の被害・断水状況、復旧状況および道路被害状況等を整理して、以下の内容で応急給水計画を策定する。

· 断水区域および断水人口の想定

· 災害弱者、高層住宅の所在の把握*1

· 応急給水量の算定

· 給水方法の選択

· 飲料水確保方法の選択

· 応急給水資機材の選択

· 応急給水箇所の優先選択*2

· 初期活動時の応急給水人員、車両等の配備*3

· 応急給水活動時の給水人員、車両等の配備*4

※仮設給水栓の設置は、管路復旧班の計画・情報担当と調整する。

77 ①の応急給水計画を総務班調査・広報担当に報告する。

78 ①の応急給水計画を応急給水チームに指示する。

79 応急給水班の活動に関して、必要に応じて、応急給水チームを指揮・命令する。
	応急給水の規模は、想定地震と発生地震の断水状況等を比較して推定する。

*1高齢者、障害者などの災害弱者に対しては、ボランティアを派遣したり、広報等により近隣住民に協力を要請する。

*2「表2-3 関係機関連絡先リスト」を利用。

*3病院等で受水槽に直接給水する場合ポンプ付き給水車が必要。

*4応援者・職員に過度な負担を与えないようローテーション等を行い、健康管理に留意する。



	○
	
	
	□
	□
	31）応急給水の応援要請と配備
	80 応急給水計画に基づき、応援人員、給水車両、応援給水資材等を整理し、総務班動員・調達担当に応援要請を依頼する。*1

81 受け入れた応援団体に対し、応急給水活動方針等を説明し、応急給水チーム(ブロック責任者)に引き継ぎ、配備する。*2*3


	*1従事可能な水道ＯＢに応急給水の補助を依頼することも有効。

*2応援団体から、「様式Ｂ１ 応急給水応援体制報告書」を収集する。

*3応援団体に、依頼業務、遵守事項、連絡方法、作業方法などを説明し、準備した資料を渡す。

	○
	
	
	□
	□
	61-1）応急給水状況調査
	82 応急給水チーム(ブロック責任者)より応急給水状況の調査結果を収集する。*1*2

83 ①の調査結果を整理し、総務班調査・広報担当に報告する。
	*1「4.2.2 情報収集・広報連絡系統図」を参照。

*2「様式Ｂ２ 応急給水作業指示・報告書」を使用。

	○
	
	
	
	□
	42）給油所及び車両整備所の確認

43）物資等の確保

44）物品購入
	84 総務班動員・調達担当から、ガソリン等の確保が可能な給油所及び車両修理が可能な車両整備所を確認し、応急給水チームに伝達する。

85 総務班動員・調達担当に応急給水班で必要な物資等（食料、医薬品、救護物資等）の数量を報告し､受け取る。

86 受け取った物資等を、応急給水チームに配布する。

87 物品を購入する場合、あるいは応急給水チームから物品購入の依頼を受けた場合、総務班動員・調達担当に購入依頼する。

88 納入された物品を総務班動員・調達担当から受け取る。応急給水チームから依頼された物品は、当該応急給水チームに引き渡す。


	

	○
	
	
	
	□
	45）応援者・職員に対する用務
	89 用務がある場合、あるいは応急給水チームから用務を依頼された場合、総務班動員・調達担当に依頼し、処理する。


	

	○
	
	
	□
	□
	27）広報


	90 給水拠点、避難所、福祉施設等に対し、定期的に以下の情報を広報する。

　　

· 応急給水状況（給水場所・時間等）

· 応急給水計画


	・広報は総務班の調査・広報担当と連携して行う。

・マイク、掲示板等を利用。

	○
	
	
	□
	□
	28）苦情対応
(1) 苦情の収集と対応
	91 計画・情報担当あるいは応急給水チームを通して、市民から苦情を受け付ける。

92 ①の苦情を整理し、計画・情報担当で対応できるものは対応する。

93 計画・情報担当で対応できず、他班で対応できるものは、以下の担当に依頼する。
総務班　　　　　調査・広報担当
施設復旧班　　　計画・情報担当
管路復旧班　　　計画・情報担当

94 他班で対応できず、応急給水班で対応できる苦情を③の担当から受け付け、対応する。

	

	
	
	
	
	
	(2) 苦情対応の結果の収集
	95 応急給水班における苦情とその対応結果を総務班　　　　　調査・広報担当に報告する。
	


	応急給水班　応急給水チーム
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当
事業者
	共同
	応援
事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	
	○
	
	□
	□
	15）応急給水班会議

(班会議)
	96 応急給水班会議において、必要に応じてチームの活動状況を報告するとともに、活動方針を確認する。
	

	
	○
	
	□
	
	51）資料等の準備

22）通信機器の確保

23）緊急輸送車両確認証明書の確保


	97 計画・情報担当から資料・様式を入手する。

98 計画・情報担当から通信機器、緊急輸送車両確認証明書を受け取る。


	

	
	○
	
	□
	□
	24）地震災害関係情報の確認

	99 計画・情報担当から地震災害関係情報(道路の被害・渋滞状況、復旧状況等を含む)を確認する。


	

	
	○
	
	□
	□
	52）応急給水計画の確認、指揮・命令事項の確認
	100 計画・情報担当から応急給水計画（応急給水の場所等）を確認する。

101 計画・情報担当から指揮・命令事項を確認する。


	・「様式Ｂ２ 応急給水作業指示・報告書」を使用。

	
	○
	
	□
	□
	31）応急給水の応援団体の配備

	102 ブロック責任者は、計画・情報担当から応援団体を受け入れ、担当を定め応急給水チームに配備する。


	

	
	○
	
	□
	□
	61）応急給水の実施
	103 応急給水計画に基づき、以下に示す指示された方法により、応急給水を行う。

(a)拠点給水

(b)運搬給水

(c)消火栓からの仮設給水*1
	*1仮設給水栓を設置する場合、付近の住民に管理運営を依頼するとよい。

	
	○
	
	□
	□
	61-1）応急給水状況調査
	104 応急給水チームは応急給水状況を整理し、その結果をまとめる。

105 ①の調査結果をブロック責任者が収集し、計画・情報担当に報告する。


	・「様式Ｂ２ 応急給水作業指示・報告書」を使用。

	
	○
	
	
	□
	42）給油所及び車両整備所の確認

43）物資等の確保

44）物品購入
	106 計画・情報担当からガソリン等の確保が可能な給油所及び車両修理が可能な車両整備所を確認する。

107 車両使用者は必要に応じて、指定のあった給油所、車両整備所に行き、ガソリンの提供および車両整備を受ける。

108 計画・情報担当から必要な物資等（食料、医薬品、救援物資等）を受け取る。

109 物品を購入する場合、計画・情報担当に依頼する。

110 納入された物品を計画・情報担当から受け取る。


	

	
	○
	
	
	□
	45）応援者・職員に対する用務
	111 用務がある場合、計画・情報担当に依頼する。


	

	
	○
	
	□
	□
	28）苦情対応

	112 市民から直接苦情を受けた場合、計画・情報担当に報告する。


	


4.1.4 施設復旧班の業務
施設復旧班の組織


　










	記号
	区分
	人員

	◎
	水道課職員
	5人

	○
	市長部局職員
	－

	★
	応援事業者職員等
	6人

	計
	11人




施設復旧班の業務

	業務区分
	業務項目
	施設復旧班

	
	
	班長
	担当責任者
	計画情報担当
	浄水

施設等
復旧

チーム

	応急体制の確立
	指揮命令・総合調整
	指揮命令
	11水道給水対策本部の活動の統括・指揮・命令

12班の活動の統括・指揮・命令

13担当の活動の統括
	◎


	◎
	
	

	
	
	会議等
	14水道給水対策本部会議(本部会議)

15班会議

16他班との連絡調整
	◎

◎


	◎

◎
	◎


	◎



	
	情報連絡・市民対応
	情報連絡等
	21資料等の準備(情報連絡、応援要請関係)

22通信機器の確保

23緊急輸送車両確認証明書の確保

24地震災害関係情報(道路被害・復旧状況等)の確認

25水道施設の被害・断水状況、応急給水状況、応急給水・復旧計画の確認

26厚生労働省、都道府県等への状況報告
	
	
	○

○

○


	○

○

○



	
	
	市民対応
	27広報

28苦情対応等
	
	
	○
	○

	
	他事業者への

応援要請
	31応急給水の応援要請と配備(応援事業者等に対するもの)

32応急復旧の応援要請と配備(応援事業者に対するもの)
	
	
	◎
	○

	
	物資等確保・用務
	物資等の確保
	41宿舎・駐車場の確保と管理

42給油所、車両整備所の確保

43物資等の確保(食料、医薬品、救援物資等)

44物品購入
	
	
	○

○

○
	○

○

○

	
	
	用務
	45応援者・職員に対する用務(依頼受付と処理)

46交通事故の処理

47特命事項の実施
	
	
	○


	○



	応急給水
	応急給水計画の

策定等
	51資料等の準備(応急給水関係)
	
	
	
	

	
	
	52応急給水計画の策定(拠点給水、運搬給水、消火栓からの仮設給水)
	
	
	
	

	
	応急給水の実施
	61応急給水の実施(応急給水状況調査を含む)
	
	
	
	

	応急復旧／施設・管路
	被害状況の把握と緊急措置
	71資料等の準備(応急復旧関係)

72水道施設の被害状況・断水状況調査(緊急措置、配水調整を含む)

73下水道等の他のライフラインの被害状況・復旧状況の確認
	
	
	◎

○

◎


	○

◎

○



	
	応急復旧計画の

策定等
	81応急復旧計画の策定
	
	
	◎
	○

	
	
	82施設復旧業者への応援要請と配備
83管路復旧業者への応援要請と配備
84応急復旧資材の確保
85資材基地、残土置場の確保
	
	
	◎


	○



	
	応急復旧の実施

(漏水調査を含む)
	91漏水調査の実施
	
	
	
	

	
	
	92応急復旧工事の実施(応急復旧状況調査、仮設給水栓設置状況調査を含む)
	
	
	○


	◎



	
	
	93水質検査の実施
	
	
	
	◎


注)
*1
◎：当該業務の中で、関係機関等との連絡・調達、計画策定、現場作業の実施等の主要業務を行う担当。



○：主要業務以外の業務を行う担当。



　：応援を依頼する業務項目

	施設復旧班　班長･担当責任者
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当
事業者
	共同
	応援
事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	班長
	
	
	副班長は班長の補佐、代理を行う。

	○
	
	
	□
	□
	12）施設復旧班活動の指揮・命令
	113 施設復旧班の各担当を指揮・命令し、班活動の円滑化を図る。
	･「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。

	○
	
	
	□
	□
	14）本部会議
	114 班の活動状況及び今後の活動方針を説明する。

115 他班に対し要請事項がある場合、それを伝達する。
	

	○
	
	
	□
	□
	15）施設復旧班会議
(班会議)
	116 毎日早朝及び夕方に施設復旧班会議を招集する。

117 各担当責任者から活動状況の報告を受けるとともに、活動方針を確認し、必要に応じて修正する。
	

	担当責任者
	
	
	

	○
	
	
	□
	□
	13）担当の活動の統括
	118 担当の業務を統括し、指揮・命令を行う。
	･「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。

	○
	
	
	□
	□
	15）施設復旧班会議
(班会議)
	119 施設復旧班会議において、担当の活動状況を報告するとともに、活動方針を説明する。
	

	○
	
	
	□
	□
	16）他班との連絡調整
	1 他班の担当責任者から、本班の活動に必要な情報を収集する。

2 本班の活動に関する他班の担当責任者等からの問い合わせに答える。
	


	施設復旧班 計画･情報担当
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当
事業者
	共同
	応援
事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	
	○
	
	□
	□
	15）施設復旧班会議

(班会議)
	120 施設復旧班会議において、必要に応じて担当の活動状況を報告するとともに、活動方針を確認する。
	

	○
	
	
	□
	
	71）資料等の準備
22）通信機器の確保

23）緊急輸送車両確認証明書の確保

	121 施設等復旧班で使用する資料・様式等を準備し、施設等復旧チームに必要なものを配布する。

122 総務班動員・調達担当に施設等復旧班で必要な通信機器、緊急輸送車両確認証明書の数量を報告し､受け取る。

123 受け取った通信機器、緊急輸送車両確認証明書を施設等復旧チームに配布する。


	

	○
	
	
	□
	
	72）被害状況・断水状況等の調査

	124 施設等復旧チームから、浄水場等の施設の被害状況を収集する。

125 ①の調査結果を整理し、総務班調査・広報担当、応急給水班計画・情報担当、管路復旧班計画・情報担当に報告する。


	・事前の被害想定結果を参考にする。

	○
	
	
	□
	□
	73）下水道等の他のライフラインの被害状況・復旧状況の確認
	126 他のライフラインの担当者から、被害状況・復旧状況等の情報を収集し、施設等復旧チームに伝達する。


	・「表2-3 関係機関との情報連絡体制」を利用。

	○
	
	
	□
	□
	24）地震災害関係情報の確認
	127 総務班調査・広報担当より地震災害関係情報(道路の被害・渋滞状況、復旧状況等を含む)を収集し、施設等復旧チームに伝達する。


	

	
	○
	
	□
	□
	81）応急復旧計画の策定等


	128 施設の被害状況等を整理し、以下の内容で施設等復旧班の応急復旧計画を策定する。

· 復旧期間の設定

· 応急復旧の順位と方法の選択

· 応急復旧資機材の確保

· 復旧工程の検討

· 復旧工事班の編成(人員、協力会社、車両等)

129 ①の応急復旧計画を総務班調査・広報担当、応急給水班計画・情報担当、管路復旧班計画・情報担当に報告する。

130 ①の応急復旧計画を施設等復旧チームに指示する。

131 施設等復旧班の活動に関して、必要に応じて、施設等復旧チームを指揮・命令する。　


	・応援者・職員に過度な負担を与えないようローテーション等を行い、健康管理に留意する。

	○
	
	
	□
	
	82）施設等復旧業者への応援要請及び配備

	132 応急復旧計画に基づき、応援体制等を整理し、施設復旧業者に対し応援要請する。*1*2

133 施設復旧業者の受付けを行い、施設等復旧活動方針等を説明し、施設等復旧チームに引き継ぎ、配備する。*3


	*1「表2-3 関係機関との情報連絡体制」を利用。

*2従事可能な水道ＯＢに応急復旧の補助を依頼することも有効。

*3施設復旧業者に、依頼業務、遵守事項、連絡方法、作業方法などを説明し、準備した資料を渡す。

	○
	
	
	□
	□
	32）応援事業者に対する応急復旧の応援要請及び配備

	134 応急復旧計画に基づき、応援人員等を整理し、総務班動員・調達担当に応援要請を依頼する。

135 受け入れた応援事業者に対し、施設復旧活動方針等を説明し、施設等復旧チームに引き継ぎ、配備する。


	・応援事業者に依頼業務、遵守事項、連絡方法、作業方法などを説明し、準備した資料を渡す。

	○
	
	
	
	□
	92-1）応急復旧状況調査
	136 施設等復旧チームから、浄水場等の施設の復旧状況を収集する。

137 ①の調査結果を整理し、総務班調査・広報担当、応急給水班計画・情報担当、管路復旧班計画・情報担当に報告する。


	・「4.2.2 情報収集・広報連絡系統図」を参照。

	○
	
	
	
	□
	42）給油所及び車両整備所の確認

43）物資等の確保

44）物品購入
	138 総務班動員・調達担当から、ガソリン等の確保が可能な給油所及び車両修理が可能な車両整備所を確認し、施設等復旧チームに伝達する。

139 総務班動員・調達担当に施設等復旧班で必要な物資等（食料、医薬品、救護物資等）の数量を報告し､受け取る。

140 受け取った物資等を、施設等復旧チームに配布する。

141 物品を購入する場合、あるいは施設等復旧チームから物品購入の依頼を受けた場合、総務班動員・調達担当に購入依頼する。

142 納入された物品を総務班動員・調達担当から受け取る。施設等復旧チームから依頼された物品は、当該施設等復旧チームに引き渡す。


	

	○
	
	
	
	□
	45）応援者・職員に対する用務
	143 用務がある場合、あるいは施設等復旧チームから用務を依頼された場合、総務班動員・調達担当に依頼し、処理する。


	

	○
	
	
	□
	□
	28）苦情対応
(1) 苦情の収集と対応
	144 計画・情報担当あるいは施設等復旧チームを通して、市民から苦情を受け付ける。

145 ①の苦情を整理し、計画・情報担当で対応できるものは対応する。

146 計画・情報担当で対応できず、他班で対応できるものは、以下の担当に依頼する。

総務班　　　　　調査・広報担当

応急給水班　　　計画・情報担当

管路復旧班　　　計画・情報担当

147 他班で対応できず、施設等復旧班で対応できる苦情を③の担当から受け付け、対応する。


	

	
	
	
	
	
	(2) 苦情対応の結果の収集
	148 施設復旧班における苦情とその対応結果を総務班調査・広報担当に報告する。


	


	施設復旧班 施設等復旧チーム
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当
事業者
	共同
	応援
事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	
	○
	
	□
	□
	15）施設復旧班会議

(班会議)
	149 施設復旧班会議において、必要に応じてチームの活動状況を報告するとともに、活動方針を確認する。
	

	
	○
	
	□
	
	71）資料等の準備

22）通信機器の確保

23）緊急輸送車両確認証明書の確保
	150 計画・情報担当より、必要な資料・様式を入手する。

151 計画・情報担当より、通信機器、緊急輸送車両確認証明書を受け取る。
	

	
	○
	
	□
	
	72）被害状況調査、緊急措置

	152 定められた調査方法・順序に基づき、以下に示す被害状況調査を行う。

· 貯水･取水施設等､原水確保のための施設の被害の有無*1

· 水源施設の法面崩壊、その他被害による水質、水量異常の有無*2

· 浄水施設、配水施設の動力確保状況

· 付帯施設、設備の異常の有無

· 消毒設備などの危険物の安全確認

153 被害状況に応じて、以下に示す緊急措置を行う。

· 取水の停止・減量、代替取水方法の実施

· 自家発電設備等の起動

· 被害箇所、影響箇所の停止・切り離しあるいは補強措置、予備機起動

· 送配水の水量・水圧異常時等のポンプ停止

· 貯水量確保のための緊急措置(バルブ操作等)

· 火災および有毒ガスの発生防止措置

· 水質管理の強化

154 被害・断水状況調査および緊急措置の結果を整理し、計画・情報担当に報告する。
	*1貯水池の下流側に住宅等がある場合、土堰堤等の被害により、二次災害が生じることがあるので注意し、状況に応じて排水操作を行う。

*2井戸は地震により水質・水量が変化することがあるので注意する。

	
	○
	
	□
	□
	73）下水道等の他のライフラインの被害状況・復旧状況の確認
	155 計画・情報担当より、下水道、電力会社等の他のライフラインの被害状況・復旧状況等の情報を確認する。


	

	
	○
	
	□
	□
	24）地震災害関係情報の確認


	156 計画・情報担当より、地震災害関係情報(道路の被害・渋滞状況、復旧状況等を含む)を確認する。


	

	
	○
	
	□
	□
	81）応急復旧計画の確認、指揮・命令事項の確認
	157 計画・情報担当より、施設復旧計画を確認する。

158 計画・情報担当より、指揮・命令事項を確認する。
	

	
	○
	
	□
	
	82）施設復旧業者の配備

	159 計画・情報担当から施設復旧業者を受け入れる。


	

	
	○
	
	
	□
	92）施設復旧工事等の実施

93）水質検査の実施
	160 応急復旧計画に基づき、浄水施設等の復旧工事を行う。

161 復旧した浄水施設等を対象として水質検査を行う。
	・管路復旧チームが給水の水質検査を実施する際、状況に応じて協力する。

	
	○
	
	
	□
	92-1）応急復旧状況調査
	162 施設等の応急復旧状況を整理し、その結果をまとめる。

163 計画・情報担当に、①の調査結果を報告する。
	

	
	○
	
	
	□
	42）給油所及び車両整備所の確認

43）物資等の確保

44）物品購入


	164 計画・情報担当より、ガソリン等の確保が可能な給油所及び車両修理が可能な車両整備所を確認する。

165 車両使用者は必要に応じて、指定のあった給油所、車両整備所に行き、ガソリンの提供および車両整備を受ける。

166 計画・情報担当より、必要な物資等（食料、医薬品、救援物資等）を受け取る。

167 物品を購入する場合、計画・情報担当に依頼する。

168 納入された物品を計画・情報担当より受け取る。
	

	
	○
	
	
	□
	45）応援者・職員に対する用務
	169 用務がある場合、計画・情報担当に依頼する。


	

	
	○
	
	□
	□
	28）苦情対応

	170 市民から直接苦情を受けた場合、計画・情報担当に報告する。


	


4.1.5 管路復旧班の業務
管路復旧班の組織











	記号
	区分
	人員

	◎
	水道課職員
	7人

	○
	市長部局職員
	1人

	★
	応援事業者職員等
	○○人

	計
	○○人




管路復旧班の業務

	業務区分
	業務項目
	管路復旧班

	
	
	班長
	担当責任者
	計画情報担当
	資材調達担当
	管路復旧

チーム

	応急体制の確立
	指揮命令・総合調整
	指揮命令
	11水道給水対策本部の活動の統括・指揮・命令

12班の活動の統括・指揮・命令

13担当の活動の統括
	◎


	◎
	
	
	

	
	
	会議等
	14水道給水対策本部会議(本部会議)

15班会議

16他班との連絡調整
	◎

◎


	◎

◎
	◎

	◎


	◎



	
	情報連絡・市民対応
	情報連絡等
	21資料等の準備(情報連絡、応援要請関係)

22通信機器の確保

23緊急輸送車両確認証明書の確保

24地震災害関係情報(道路被害・復旧状況等)の確認

25水道施設の被害・断水状況、応急給水状況、応急給水・復旧計画の確認

26厚生労働省、都道府県等への状況報告
	
	
	○

○

○


	○

○

○


	○

○

○



	
	
	市民対応
	27広報

28苦情対応等
	
	
	○
	○
	○

	
	他事業者への

応援要請
	31応急給水の応援要請と配備(応援事業者等に対するもの)

32応急復旧の応援要請と配備(応援事業者に対するもの)
	
	
	◎


	
	○



	
	物資等確保・用務
	物資等の確保
	41宿舎・駐車場の確保と管理

42給油所、車両整備所の確保

43物資等の確保(食料、医薬品、救援物資等)

44物品購入
	
	
	○

○

○
	○

○

○
	○

○

○

	
	
	用務
	45応援者・職員に対する用務(依頼受付と処理)

46交通事故の処理

47特命事項の実施
	
	
	○


	○


	○



	応急給水
	応急給水計画の

策定等
	51資料等の準備(応急給水関係)
	
	
	
	
	

	
	
	52応急給水計画の策定(拠点給水、運搬給水、消火栓からの仮設給水)
	
	
	
	
	

	
	応急給水の実施
	61応急給水の実施(応急給水状況調査を含む)
	
	
	
	
	

	応急復旧／施設・管路
	被害状況の把握と緊急措置
	71資料等の準備(応急復旧関係)

72水道施設の被害状況・断水状況調査(緊急措置、配水調整を含む)

73下水道等の他のライフラインの被害状況・復旧状況の確認
	
	
	◎

○

◎


	○


	○

◎

○



	
	応急復旧計画の

策定等
	81応急復旧計画の策定
	
	
	◎
	
	○

	
	
	82施設復旧業者への応援要請と配備
83管路復旧業者への応援要請と配備
84応急復旧資材の確保
85資材基地、残土置場の確保
	
	
	◎

○

◎
	◎

○
	○

○

○

	
	応急復旧の実施

(漏水調査を含む)
	91漏水調査の実施
	
	
	○


	
	◎

◎



	
	
	92応急復旧工事の実施(応急復旧状況調査、仮設給水栓設置状況調査を含む)
	
	
	
	
	

	
	
	93水質検査の実施
	
	
	
	
	◎


注)
*1
◎：当該業務の中で、関係機関等との連絡・調達、計画策定、現場作業の実施等の主要業務を行う担当。



○：主要業務以外の業務を行う担当。



　：応援を依頼する業務項目
	管路復旧班　班長･担当責任者
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当
事業者
	共同
	応援
事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	班長
	
	
	副班長は班長の補佐、代理を行う。

	○
	
	
	□
	□
	12）管路復旧班活動の指揮・命令
	171 管路復旧班の各担当を指揮・命令し、班活動の円滑化を図る。
	･「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。

	○
	
	
	□
	□
	14）本部会議
	172 班の活動状況及び今後の活動方針を説明する。
173 他班に対し要請事項がある場合、それを伝達する。
	

	○
	
	
	□
	□
	15）管路復旧班会議
(班会議)
	174 毎日早朝及び夕方に管路復旧班会議を招集する。

175 各担当責任者から活動状況の報告を受けるとともに、活動方針を確認する。
	

	担当責任者
	
	
	

	○
	
	
	□
	□
	13）担当の活動の統括
	176 担当の業務を統括し、指揮・命令を行う。
	･「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。

	○
	
	
	□
	□
	15）管路復旧班会議
(班会議)
	177 管路復旧班会議において、担当の活動状況を報告するとともに、活動方針を説明する。
	

	○
	
	
	□
	□
	16）他班との連絡調整
	1 他班の担当責任者から、本班の活動に必要な情報を収集する。

2 本班の活動に関する他班の担当責任者等からの問い合わせに答える。
	


	管路復旧班　計画・情報担当
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当
事業者
	共同
	応援
事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	
	○
	
	□
	□
	15）管路復旧班会議
(班会議)
	178 管路復旧班会議において、必要に応じて担当の活動状況を報告するとともに、活動方針を確認する。
	

	○
	
	
	□
	
	71）資料等の準備
22）通信機器の確保

23）緊急輸送車両確認証明書の確保


	179 管路復旧班で使用する資料・様式等を準備し、資材調達担当、管路復旧チームに各々必要なものを配布する。

180 総務班動員・調達担当に管路復旧班で必要な通信機器、緊急輸送車両確認証明書の数量を報告し､受け取る。

181 受け取った通信機器、緊急輸送車両確認証明書を管路復旧チームに配布する。


	

	○
	
	
	□
	
	72）被害状況・断水状況等の調査

	182 (a) (b)の各担当から、以下の情報を収集する。

(a)施設復旧班計画・情報担当

· 浄水場等の施設の被害状況

(b)管路復旧班管路復旧チーム（ブロック責任者）

配水管の被害状況、断水状況*1*2

183 (b)の調査結果を整理し、総務班調査・広報担当、応急給水班計画・情報担当に報告する。


	*1管路の被害は、地図や配管図に色分けして記入すると解りやすい。

*2震災当初は埋設管路の被害は、十分把握できないため、事前の被害想定結果を参考にして、被害規模を想定する。

	○
	
	
	□
	□
	73）下水道等の他のライフラインの被害状況・復旧状況の確認
	184 他のライフラインの担当者から、被害状況・復旧状況等の情報を収集し、管路復旧チームに伝達する。


	・「表2-3 関係機関との情報連絡体制」を利用。

	○
	
	
	□
	□
	24）地震災害関係情報の確認
	185 総務班調査・広報担当より、地震災害関係情報(道路の被害・渋滞状況、復旧状況等を含む)を収集し、管路復旧チームに伝達する。


	

	
	○
	
	□
	□
	81）応急復旧計画の策定等(仮設給水栓設置を含む)
	186 施設や管路の被害・断水状況、復旧状況および道路被害の状況等を整理し、以下の内容で管路復旧班の応急復旧計画を策定する。

· 基幹管路の補強整備状況などの把握

· 供給可能な送・配水系統と給水区域の想定

· 供給不能な送・配水系統と被害箇所の想定

· 復旧期間の設定

· 応急復旧の順位と方法の選択*1*2*3

· 応急復旧資機材の確保*4と分散配置

· 復旧工程の検討

· 復旧工事班の編成(人員、協力会社、車両等)*5*6

· 仮設給水栓設置計画（設置地区、設置間隔等）
（※応急給水班の計画・情報担当と調整）

187 ①の応急復旧計画を総務班調査・広報担当、応急給水班計画・情報担当に報告する。

188 ①の応急復旧計画を管路復旧チームに指示する。

189 管路復旧班の活動に関して、必要に応じて、管路復旧チームを指揮・命令する。


	管路の被害状況は、想定地震と発生地震の震度等を比較して推定する。

*1上流側の管路から順次、復旧するように計画する。

*2以下の復旧方法を示す。

(1)断水して復旧するか、通水しながら復旧するか

(2)被害が多い区間は、漏水箇所の修繕か、仮設配管等の布設か

(3)給水管の修繕範囲

(4)各戸の仮設給水栓設置の有無等

*3市民に不公平感が生じないように、可能であれば連続した地域を順次復旧していく。

*4「資料Ｃ１ 復旧支援資機材一覧」を使用。

*5応援者・職員に過度な負担を与えないようローテーション等を行い、健康管理に留意する。

*6復旧工事の進捗により、地区別に仮設給水栓の設置状況等に偏りが生じた場合、必要に応じて管路復旧チームの配置替えを行う。

	○
	
	
	□
	
	83）管路復旧業者等への応援要請及び配備

	190 応急復旧計画に基づき、応援人員等を整理し、市管工事業協同組合等に対し応援要請する。*1*2

191 市管工事業協同組合等の管路復旧業者の受付けを行い、管路復旧活動方針等を説明し、管路復旧チーム(ブロック責任者)に引き継ぎ、配備する。*3


	*1「表2-3 関係機関との情報連絡体制」を利用。

*2従事可能な水道ＯＢに応急復旧の補助を依頼することも有効。

*3管路復旧業者に依頼業務、遵守事項、連絡方法、作業方法などを説明し、準備した資料を渡す。

	○
	
	
	□
	□
	32）応援事業者に対する応急復旧の応援要請及び配備

	192 応急復旧計画に基づき、応援人員等を整理し、総務班動員・調達担当に応援要請を依頼する。

193 受け入れた応援事業者に対し、管路復旧活動方針等を説明し、管路復旧チーム(ブロック責任者)に引き継ぎ、配備する。


	・応援事業者に依頼業務、遵守事項、連絡方法、作業方法などを説明し、準備した資料を渡す。

	○
	
	
	□
	
	85）資材基地、残土置場の確保
	194 応急復旧計画に基づき、必要な資材基地、残土置場を確認する。

195 資材基地、残土置場の確保のため、土地の借用が必要な場合、所有者にそれを要請する。

196 確保できた資材基地、残土置場を管路復旧チーム、資材調達担当に連絡する。
	

	○
	
	
	□
	□
	84）応急復旧資材の確保（管材）

	197 応急復旧計画に基づき、必要な資材の数量を推計・決定し、資材調達担当に調達を指示する。

198 管路復旧チームから、必要な資材について連絡を受けた場合、資材調達担当に調達を指示する。
	

	○
	
	
	
	□
	92-1）応急復旧状況調査
	199 (a) (b)の各担当から、以下の情報を収集する。*1

(a)施設復旧班計画・情報担当

· 浄水場等の施設の復旧状況

· 浄水場等の施設の応急復旧計画

(b)管路復旧班管路復旧チーム（ブロック責任者）

・
配水管の復旧状況・断水状況*2

・
仮設給水栓の設置状況
200 (b)の調査結果を整理し*3、総務班調査・広報担当、応急給水班計画・情報担当に報告する。
	*1「4.2.2 情報収集・広報連絡系統図」を参照。

*2管路の復旧状況は、地図や配管図に色分けして記入すると解りやすく、復旧の見通しも立てやすい。

*3様式Ｃ２～Ｃ５を用いて作成。

	○
	
	
	
	□
	42）給油所及び車両整備所の確認

43）物資等の確保

44）物品購入
	201 総務班動員・調達担当から、ガソリン等の確保が可能な給油所及び車両修理が可能な車両整備所を確認し、管路復旧チームに伝達する。

202 総務班動員・調達担当に管路復旧班で必要な物資等（食料、医薬品、救護物資等）の数量を報告し､受け取る。

203 受け取った物資等を、管路復旧チームに配布する。

204 物品を購入する場合、あるいは管路復旧チームから物品購入の依頼を受けた場合、総務班動員・調達担当に購入依頼する。

205 納入された物品を総務班動員・調達担当から受け取る。管路復旧チームから依頼された物品は、当該管路復旧チームに引き渡す。
	

	○
	
	
	
	□
	45）応援者・職員に対する用務
	206 用務がある場合、あるいは管路復旧チームから用務を依頼された場合、総務班動員・調達担当に依頼し、処理する。
	

	○
	
	
	□
	□
	28）苦情対応
(1) 苦情の収集と対応
	207 計画・情報担当あるいは管路復旧チームを通して、市民から苦情を受け付ける。

208 ①の苦情を整理し、計画・情報担当で対応できるものは対応する。

209 計画・情報担当で対応できず、他班で対応できるものは、以下の担当に依頼する。
総務班　　　　　調査・広報担当
応急給水班　　　計画・情報担当
施設復旧班　　　計画・情報担当

210 他班で対応できず、管路復旧班で対応できる苦情を③の担当から受け付け、対応する。
	

	
	
	
	
	
	(2) 苦情対応の結果の収集
	211 管路復旧班における苦情とその対応結果を総務班　　　　　調査・広報担当に報告する。


	


	管路復旧班　資材調達担当
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当
事業者
	共同
	応援
事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	○
	
	
	□
	□
	15）管路復旧班会議
(班会議)
	212 管路復旧班会議において、必要に応じて担当の活動状況を報告するとともに、活動方針を確認する。
	

	○
	
	
	□
	
	71）資料等の準備

22）通信機器の確保

23）緊急輸送車両確認証明書の確保
	213 計画・情報担当より、必要な資料・様式を入手する。

214 計画・情報担当より、通信機器、緊急輸送車両確認証明書を受け取る。
	

	○
	
	
	□
	□
	24）地震災害関係情報の確認
	215 計画・情報担当より、地震災害関係情報(道路の被害・渋滞状況、復旧状況等を含む)を確認する。
	

	○
	
	
	□
	
	85）資材基地の確認
	216 計画・情報担当より、資材基地を確認する。
	

	○
	
	
	□
	□
	84）応急復旧資材の確保（管材）

	217 計画・情報担当より、確保する資材の数量を確認する。

218 資材の在庫状況を適宜確認する。

219 ①②に基づき、メーカーに管材を発注し、受け取る。

220 管路復旧チームに必要な管材を引き渡す。

221 総務班の動員・調達担当に管材の伝票を提出する。
	

	○
	
	
	
	□
	42）給油所及び車両整備所の確認

43）物資等の確保

44）物品購入
	222 計画・情報担当より、ガソリン等の確保が可能な給油所及び車両修理が可能な車両整備所を確認する。

223 車両使用者は必要に応じて、指定のあった給油所、車両整備所に行き、ガソリンの提供および車両整備を受ける。

224 計画・情報担当より、必要な物資等（食料、医薬品、救援物資等）を受け取る。

225 物品が必要な場合、計画・情報担当に依頼する。

226 納入された物品を計画・情報担当より受け取る。
	

	○
	
	
	
	□
	45）応援者・職員に対する用務
	227 用務がある場合、計画・情報担当に依頼する。


	

	○
	
	
	□
	□
	28）苦情対応
	228 市民から直接苦情を受けた場合、計画・情報担当に報告する。
	


	管路復旧班　管路路復旧チーム等
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当
事業者
	共同
	応援
事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	
	○
	
	□
	□
	15）管路復旧班会議
(班会議)
	229 管路復旧班会議において、必要に応じてチームの活動状況を報告するとともに、活動方針を確認する。
	

	
	○
	
	□
	
	71）資料等の準備

22）通信機器の確保

23）緊急輸送車両確認証明書の確保


	230 計画・情報担当から資料・様式を入手する。

231 計画・情報担当から通信機器、緊急輸送車両確認証明書を受け取る。


	

	
	○
	
	□
	
	72）被害・断水状況調査、緊急措置

	232 定められた調査方法・順序に基づき、以下に示す被害状況(漏水、道路陥没等の有無・程度)・断水状況調査を行う。

· 重要路線および応急給水施設、避難所等に至る路線の被害

· 危険箇所、二次災害のおそれがある場所の被害

· 緊急輸送道路、鉄道、主要道路の横断箇所等の被害

· 通報を受けた未確認の被害

· 道路、河川施設等の被害と管路被害への影響

· 断水区域ならびに給水区域の水圧の確認

233 緊急措置として、以下に示す断水作業、配水調整を行う。

· 道路陥没、崖崩れや二次災害およびそれらのおそれがある場合、漏水が送配水に影響を及ぼす場合、断水作業を行う。

· 消火活動を行う場所に対して、配水調整(バルブ操作)を行う。

· 浄水場から配水池等への送水、主要管路の機能確保を優先して、配水調整を実施する。

234 被害・断水状況調査および緊急措置の結果を整理し、ブロック責任者が収集して、計画・情報担当に報告する。


	

	
	○
	
	□
	□
	73）下水道等の他のライフラインの被害状況・復旧状況の確認
	235 計画・情報担当から下水道等の他のライフラインの被害状況・復旧状況等の情報を確認する。


	

	
	○
	
	□
	□
	24）地震災害関係情報の確認


	236 計画・情報担当から地震災害関係情報(道路の被害・渋滞状況、復旧状況等を含む)を確認する。


	

	
	○
	
	□
	□
	81）応急復旧計画の確認、指揮・命令事項の確認
	237 計画・情報担当から管路復旧計画を確認する。

238 計画・情報担当から指揮・命令事項を確認する。

	

	
	○
	
	□
	
	83）管路復旧業者の配備
32）管路復旧の応援団体の配備

	239 ブロック責任者は、計画・情報担当から市管工事業協同組合等の管路復旧業者、管路復旧の応援団体を受け入れ、担当を定め管路復旧チームに配備する。
	

	
	○
	
	
	□
	85）資材基地、残土置場の確認
	240 計画・情報担当から資材基地、残土置場を確認する。


	

	
	○
	
	□
	□
	84）応急復旧資材の確保（管材）

	241 復旧に必要な資材を資材調達担当より受け取る。

242 復旧に必要な資材が不足する場合、計画・情報担当に依頼する。


	

	
	
	○
	
	□
	91）漏水調査の実施


	243 ブロック責任者は、管路復旧チームと協議し、漏水調査を行う管路を設定し、漏水調査チームに指示する。

244 漏水調査チームは、指示された管路を対象に漏水調査を行う。


	

	
	○
	
	
	□
	92）管路復旧工事等の実施

93）水質検査の実施
	245 応急復旧計画に基づき、管路の復旧工事を行う。*1

246 復旧した配水管等を対象として水質検査を行う。*2

247 仮設給水栓設置計画に基づき、仮設給水栓を設置する。
	*1不在宅の止水栓を止めた場合には、その旨張り紙などをしておく。

*2水質検査は必要に応じて、施設等復旧チームの協力を得て行う。

	
	○
	
	
	□
	92-1）応急復旧状況調査
	248 管路復旧チームは管路の応急復旧状況、仮設給水栓の設置状況等を整理し、その結果をまとめる。*1

249 ①の調査結果をブロック責任者が収集し、計画・情報担当に報告する。
	*1災害査定用資料として利用できるように、様式Ｃ２～Ｃ５を用いて作成。

	
	○
	
	
	□
	42）給油所及び車両整備所の確認

43）物資等の確保

44）物品購入
	250 計画・情報担当からガソリン等の確保が可能な給油所及び車両修理が可能な車両整備所を確認する。

251 車両使用者は必要に応じて、指定のあった給油所、車両整備所に行き、ガソリンの提供および車両整備を受ける。

252 計画・情報担当から必要な物資等（食料、医薬品、救援物資等）を受け取る。

253 物品を購入する場合、計画・情報担当に依頼する。

254 納入された物品を計画・情報担当から受け取る。
	

	
	○
	
	
	□
	45）応援者・職員に対する用務
	255 用務がある場合、計画・情報担当に依頼する。


	

	
	○
	
	□
	□
	28）苦情対応

	256 市民から直接苦情を受けた場合、計画・情報担当に報告する。


	


４.２ 情報連絡系統図



５．資料・様式

資料・様式  目次

（共　通）

様式Ａ１ 資機材の備蓄及び整備状況調査表･････････････････････････ Ⅱ-77
（応急給水用）

様式Ｂ１ 応急給水応援体制報告書･････････････････････････････････ Ⅱ-78
様式Ｂ２ 応急給水作業指示・報告書･･･････････････････････････････ Ⅱ-79
（管路復旧用）

資料Ｃ１ 復旧支援資機材一覧･････････････････････････････････････ Ⅱ-80
様式Ｃ２ 被災状況・修繕報告書･･･････････････････････････････････ Ⅱ-81
様式Ｃ３ 水道管折損事故等復旧内容調書･･･････････････････････････ Ⅱ-82
様式Ｃ４ オフセット調書･････････････････････････････････････････ Ⅱ-83
様式Ｃ５ 黒板（撮影指示板）作成にあたって･･･････････････････････ Ⅱ-84
様式Ａ１　　資機材の備蓄及び整備状況調査表
（平成　　年度現在）

　　　　　　　水道局

	項　目
	内　　容
	保有数量
	初期応援可能数
	備　考

	車両
	給水車（　　　ｍ3）
	
	
	

	
	給水車（　　　ｍ3）
	
	
	

	
	トラック
	
	
	

	
	クレーン車
	
	
	

	
	その他
	
	
	

	給水容器
	仮設水槽（　　　ｍ3）
	
	
	

	
	仮設水槽（　　　ｍ3）
	
	
	

	
	給水タンク（　　L）
	
	
	

	
	給水タンク（　　L）
	
	
	

	
	給水タンク（　　L）
	
	
	

	
	ポリ容器（　　　L）
	
	
	

	
	ポリ容器（　　　L）
	
	
	

	
	その他
	
	
	

	機材
	応急給水装置
	
	
	

	
	ろ過機
	
	
	

	
	発電機
	
	
	

	
	投光器
	
	
	

	
	鉄管切断機
	
	
	

	
	電動ネジ切機
	
	
	

	
	その他
	
	
	

	管類
	直管（　　　　　mm）
	
	
	

	
	直管（　　　　　mm）
	
	
	

	
	直管（　　　　　mm）
	
	
	

	
	継手類
	
	
	

	缶詰
	水の缶詰
	
	
	

	
	食料
	
	
	

	その他
	
	
	
	

	
	
	
	
	


注）その他の欄には、特殊管、緊急用資機材等の状況を記入してください。

　　また、管類については継手種類についても明記してください。

様式Ｂ１　　応急給水応援体制報告書
	　　　年　　　月　　　日
	

	

	事業者名
	

	

	人員
	可能給水方法
	車両台数

（タンク容量）
	作業可能時間

	人
	タンク給水
	台

（　　　　ｍ3）
	～

	人
	タンク補給
	台

（　　　　ｍ3）
	～

	人
	容器配付
	台
	～

	人
	給水補助
	台
	～

	合　計

人
	
	合　計

台
	


様式Ｂ２　　応急給水作業指示・報告書
年　　月　　日
	事業者 名
	人員
	車両
	給水方法
	作業時間

	
	
	
	
	～

	注意点
	

	

	
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	給水場所
	
	
	

	作業時間

と

給水量
	1
	～

ｍ3
	～

ｍ3
	～

ｍ3

	
	2
	～

ｍ3
	～

ｍ3
	～

ｍ3

	
	3
	～

ｍ3
	～

ｍ3
	～

ｍ3

	
	4
	～

ｍ3
	～

ｍ3
	～

ｍ3

	
	5
	～

ｍ3
	～

ｍ3
	～

ｍ3

	作業従事者
	
	給水方法
	タンク給水

容器配付
タンク補給

給水補助

	作業時間
	～
	
	

	給水人数
	人
	給水量合計
	ｍ3

	補給場所と

補給回数
	浄水場・配水場

　　　　　　　　　　　　　貯留槽・給水船
	　　　　　　　　回

	特記事項
	


資料Ｃ１　　復旧支援資機材一覧
	分類
	資機材名称
	分類
	資機材名称

	接合工具
	ビニル管接合工具一式

ポリエチレン管接合工具一式

鉛管接合工具一式

継手接合器材

(トルクレンチ、スパナ、金尺他)
	配水調整用資材
	制水弁用開栓器

蓋カギ（バルブキー）

スタンドパイプ

水質検査器

残塩測定器

	切管工具
	リードカッター

エンジンカッター

ローリングカッター

電気ドリル

穿孔機

コードリール
	漏水調査

器具
	相関式漏水発見装置

電子式漏水発見器

埋設管探知機

音聴棒

距離計

水圧ゲージ

	掘削埋戻し工具
	黒板（撮影表示板）

小型掘削機

スコップ

ハンドブレーカー

転圧機
保安設備

投光器

つるはし

コンプレッサ

土留め材料

土のう袋

コンクリートカッター
	その他
	携帯電話

携帯無線

懐中電灯

トランシーバー

カメラ
フィルム

ハンドマイク

ロープ

ハンマー

工具類（一式）

酸欠防止用具

	
	
	車両等
	運搬車（クレーン付）

作業車

工作車（ダブルキャブ他）

緊急車

ライトバン

	排水工具
	水中ポンプ

発電機

布ホース
	
	

	保安設備
	工事看板

バリケード

カラーコーン

コーンバー

ハロゲンランプ

簡易回転等

交通誘導灯
	
	

	
	
	
	


様式Ｃ２　　被災状況・修繕報告書
	（事業者名　　　　　　　　　　　　　　　）
	整理番号
	

	
	修繕日
	月　　日

	

	場所
	　　　　　　　市(区)　　　　　町

	埋設状況
	深度
	ｍ
	土質
	□砂質土　□砂　□粘性土　□その他
	地下水
	□有り　□無し

	埋設管
	口径
	φ
	材質
	□鉛管　□FC　□FCD　□SP　□その他
	布設年度
	年度

	
	継手形式
	□Ａ形　□Ｋ形　□Ｔ形　□S,SⅡ形　□NS形

□KF,UF形　□フランジ形　□溶接　□その他
	属具
	□消火栓　□空気弁

□仕切弁　□その他

	被災状況
	道路
	□陥没　□隆起　□割裂　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	管体
	□タテ割れ　□ヨコ割れ　□折れ　□破断　□その他（　　　　　　　　　　）

	
	継手
	□抜け　□ズレ　□割れ　□ゴムリング（切断、ズレ）　□その他（　　　　）

	位置図（別紙でも構わない）
	掘削工・断面図

（舗装厚　　　　　　cm、路盤厚　　　　　cm）

	配管図
	

	使用材料
	名称
	数量
	名称
	数量
	名称
	数量

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


様式Ｃ３　　水道管破損事故等復旧内容調書
	月日
	平成　年　月　日 (　)
	場所
	市（区）　　　　町

	事故内容
	
	請負人名
	

	監督(指示)員
	
	現地確認者
	請負人
	

	現地到着時間
	時　　　　　分
	
	水道局
	

	接合完了時間
	時　　　　　分
	総作業時間
	時　　　　分


	名称
	形質
	単位
	数量・確認
	略　　図（平面図）

	掘削機
	ｍ3級
	Ｈ
	
	

	
	ｍ3級
	Ｈ
	
	

	トラック
	11t
	Ｈ
	
	

	
	 4t
	Ｈ
	
	

	
	 2t
	Ｈ
	
	

	水替ポンプ
	
	式
	
	

	作業員
	
	人
	
	

	
	
	Ｈ
	
	

	交通整理員
	
	人
	
	

	4tユニック
	
	Ｈ
	
	

	ｼﾞｬｲｱﾝﾄブレーカー
	
	Ｈ
	
	

	世話役
	
	人
	
	

	運転工
	
	人
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	特記事項
	

	
	掘削深さ　Ｈ＝　　　　　　ｍ


様式Ｃ４　　オフセット調書

平成　　　年　　　月　　　日
	修理No.
	修理箇所
	　　　市（区）　　　　町

	


様式Ｃ５　　黒板（撮影表示板）作成にあたって
	工事名
	○○○○地震災害復旧工事

	工　種
	

	位　置
	　　　　市（区）　　　町　　番

	撮影月日
	

	略　図
	　施工者　



工事名として左記のように記入。

伝票番号、申込者を記入。


住所（施工場所）を記入。


記入したほうが良い。


施工者を記入。

修繕に使用した材料・口
径・延長を図化する。


(図は大きい文字で記入すること)
地震対策マニュアル(例)の特徴

















　ｆ2-3応急対策業務（業務概要表）






































総務班





応急給水班








施設復旧班





管路復旧班








計画・情報担当★


(担当責任者を含む)


［PⅡ-43～46参照］





応急給水チーム★


(ブロック責任者)


［PⅡ-47～48参照］





応急給水チーム★


［PⅡ-47～48参照］





管路復旧チーム★


(ブロック責任者)


［PⅡ-69～71参照］





管路復旧チーム★


漏水調査チーム★


［PⅡ-69～71参照］





施設等★


復旧チーム


［PⅡ-57～58参照］





調査・広報担当


(担当責任者を含む)


［PⅡ-33～35参照］





統括（班長等）


［PⅡ-32参照］





動員・調達担当


(担当責任者を含む)


［PⅡ-36～38参照］





水道給水対策本部長


［PⅡ-28参照］





水道技術管理者


［PⅡ-28参照］





統括（班長等）


［PⅡ-42参照］





統括（班長等）


［PⅡ-52参照］





統括（班長等）


［PⅡ-62参照］





計画・情報担当★


(担当責任者を含む)


［PⅡ-53～56参照］





計画・情報担当★


(担当責任者を含む)


［PⅡ-63～67参照］











資材調達担当★





［　 ― 　参照］





（水道給水対策本部長等）
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：水道給水対策本部会議委員


★　　：応援事業体あるいは共同で実施する。





　　　　　　　　　　　





注)：	*1被災状況等の報告を行う。


	*2市防災部局と調整。


	*3給水車、給水タンクを載せるトラックを借用する場合。


	*4通信機器を借用する場合。


	*5駐車場付が望ましい。





○○水道課長


Tel ***-****





○○水道技術管理者Tel ***-****





○○係長*1


Tel ***-****





○○係員*2


Tel ***-****





○○係員


Tel ***-****





○○係員


Tel ***-****





○○係長*1


Tel ***-****





○○係長*1


Tel ***-****





○○係長*1


Tel ***-****





○○係員*2


Tel ***-****





○○係員


Tel ***-****





○○係員


Tel ***-****








○○係員*2


Tel ***-****





○○係員


Tel ***-****





○○係員


Tel ***-****





○○係員


Tel ***-****





○○係員*2


Tel ***-****





○○係員


Tel ***-****





○○係員


Tel ***-****





○○係員


Tel ***-****





○○係員


Tel ***-****





○○係員


Tel ***-****





注）*1 班長　　*2担当責任者


　　*3 職員が不在の場合、あらかじめ定めておいた次位の職員を配備する。





◎班　長：＊＊＊＊(係長)





統括（班長等）


［PⅡ-32参照］





◎副班長：＊＊＊＊





動員・調達担当


[PⅡ-36～38参照]





調査・広報担当


[PⅡ-33～35参照]





　◎担当責任者：＊＊＊＊





　○担　当　者：＊＊＊＊





　○担　当　者：＊＊＊＊





　○担　当　者：＊＊＊＊





　○担　当　者：＊＊＊＊





　○担　当　者：＊＊＊＊





　○担　当　者：＊＊＊＊





　○担　当　者：＊＊＊＊





　◎担当責任者：＊＊＊＊





　○担　当　者：＊＊＊＊





◎班　長：＊＊＊＊(係長)





統括（班長等）


［PⅡ-42参照］





◎副班長：＊＊＊＊





計画・情報担当


[PⅡ-43～46参照]





　○担　当　者：＊＊＊＊





　◎担当責任者：＊＊＊＊





　★担　当　者：＊＊＊＊





　★担　当　者：＊＊＊＊





　○担当者(ブロック責任者)：＊＊＊＊





　◎担当者(ブロック責任者)：＊＊＊＊





応急給水チーム


[PⅡ-47～48参照]





　○担　当　者：＊＊＊＊





　○担　当　者：＊＊＊＊





　○担　当　者：＊＊＊＊





・


・


・


・


・





　○担　当　者：＊＊＊＊





　○担　当　者：＊＊＊＊





　★担　当　者：＊＊＊＊





　★担　当　者：＊＊＊＊





　★担　当　者：＊＊＊＊





◎班　長：＊＊＊＊(係長)





統括（班長等）


［PⅡ-52参照］





◎副班長：＊＊＊＊





　◎担当責任者：＊＊＊＊［※副班長が兼務］





計画・情報担当


[PⅡ-53～56参照]





　★担　当　者：＊＊＊＊





　★担　当　者：＊＊＊＊





　◎担　当　者：＊＊＊＊





施設等


復旧チーム


[PⅡ-57～58参照]





　◎担　当　者：＊＊＊＊





　◎担　当　者：＊＊＊＊





　★担　当　者：＊＊＊＊





　★担　当　者：＊＊＊＊





　★担　当　者：＊＊＊＊





　★担　当　者：＊＊＊＊





統括（班長等）


［PⅡ-62参照］





◎副班長：＊＊＊＊





◎班　長：＊＊＊＊(係長)





計画・情報担当


[PⅡ-63～67参照]





　◎担　当　者：＊＊＊＊





　◎担当責任者：＊＊＊＊





　★担　当　者：＊＊＊＊





　★担　当　者：＊＊＊＊





資材調達担当


[PⅡ-68参照]





管路復旧チーム


[PⅡ-69～71参照]





　◎担当者(ブロック責任者)：＊＊＊＊





　◎担当者(ブロック責任者)：＊＊＊＊





　○担　当　者：＊＊＊＊





　◎担当責任者：＊＊＊＊





・


・


・


・


・





　★担　当　者：＊＊＊＊





　★担　当　者：＊＊＊＊





　★担　当　者：＊＊＊＊





























総務班





応急給水班








浄水施設復旧班





管路復旧班








計画・情報担当★





応急給水チーム★


(ブロック責任者)





応急給水チーム★





管路復旧チーム★


(ブロック責任者)





管路復旧チーム★


漏水調査チーム★





浄水施設等★


復旧チーム





調査・広報担当





統括（班長等）





動員・調達担当





水道給水対策本部長





統括（班長等）





統括（班長等）





統括（班長等）





計画・情報担当★





計画・情報担当★











資材調達担当★





（水道給水対策本部長等）





*1





*1





指揮命令事項





：水道給水対策本部会議委員


★　　：応援事業体あるいは共同で実施する。





　　　　　　





4.2.1　指揮命令系統図





水道技術管理者





*2





（水道給水対策本部長等より）





*1応急対策の基本的重要事項


*2水道の技術上の管理に関する事項（水質検査、衛生上の措置、給水の緊急停止等）





























総務班





計画・情報担当★





応急給水チーム★


(ブロック責任者)





応急給水チーム★





管路復旧チーム★


(ブロック責任者)





管路復旧チーム★


漏水調査チーム★





浄水施設等★


復旧チーム





調査・広報担当





統括（班長等）





動員・調達担当





水道給水対策本部長





水道技術管理者





統括（班長等）





統括（班長等）





統括（班長等）





計画・情報担当★





計画・情報担当★











資材調達担当★





（水道給水対策本部長等）





被害状況等の情報





：水道給水対策本部会議委員


★　　：応援事業体あるいは共同で実施する。





　　　　　　





市災害対策本部





市　　　　民





報 道 機 関





4.2.2　情報収集・広報連絡系統図





応急給水班








浄水施設復旧班





管路復旧班
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